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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）
 

論　
　
　

説日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
（
一
九
六
〇
〜
一
九
六
五
）
に
お
け
る 

管
轄
権
問
題
（
一
）

─
─
池
田
・
佐
藤
政
権
の
対
応
と
「
相
互
黙
認
」
案
の
成
立
─
─

野
　
　
閒
　
　
俊
　
　
希

は
じ
め
に

第
一
章　
「
相
互
黙
認
」
に
関
す
る
合
意
の
形
成

　

第
一
節　

対
日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
対
立

　

第
二
節　
「
大
平
構
想
」
に
よ
る
「
相
互
黙
認
」
の
模
索

　

第
三
節　

米
国
の
姿
勢
と
合
意
成
立
（
以
上
、
本
号
）

第
二
章　
「
相
互
黙
認
」
案
の
基
本
条
約
へ
の
適
用

　

第
一
節　

基
本
関
係
を
め
ぐ
る
討
議

　

第
二
節　
「
河
野
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
秘
密
折
衝

お
わ
り
に
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論　　　説

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
問
題
（
以
下
、
管
轄
権
問
題
）
に
焦
点
を
当
て
て
、
一
九
六
〇
年
代
の

日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
す
る
。
こ
の
分
析
を
通
じ
て
、
管
轄
権
問
題
の
打
開
策
と
し
て
日
本
政
府
が
採
用
し
た

「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
り
日
韓
の
国
交
正
常
化
が
実
現
し
た
こ
と
に
伴
い
、
韓
国
の
外
交
方
針
が
転
換
し
た
後
に
北
朝
鮮
と
の
国
交
交

渉
を
日
本
が
行
う
余
地
が
残
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
は
、
戦
後
日
本
が
初
め
て
行
っ
た
本
格
的
な
対
朝
鮮
半
島
外
交
で
あ
っ
た
。
日
本
が
独
立
を
回
復
し
た
当
時
、

半
島
に
は
、
冷
戦
下
に
お
け
る
東
西
対
立
の
激
化
を
背
景
と
し
て
大
韓
民
国
（
以
下
、
韓
国
）
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、

北
朝
鮮
）
と
い
う
分
断
国
家
が
南
北
に
誕
生
し
て
い
た
。
韓
国
と
北
朝
鮮
は
、
全
朝
鮮
が
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
互
い
に
、

外
国
の
傀
儡
だ
と
相
手
を
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
北
間
の
対
立
は
戦
争
に
至
る
ほ
ど
深
刻
で
あ
っ
た
た
め
、
両
国
と
の

国
交
正
常
化
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
自
由
主
義
国
家
の
一
員
と
し
て
国
際
政
治
の
表
舞
台
に
復
帰
し
た
戦
後

日
本
は
、
同
じ
く
自
由
主
義
陣
営
に
属
す
る
韓
国
と
の
国
交
正
常
化
を
選
択
す
る
。

　

一
九
五
一
年
に
開
始
さ
れ
た
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
で
は
、
管
轄
権
問
題
が
、
北
朝
鮮
政
府
の
存
在
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
点
を

問
う
議
題
と
な
っ
た
。
管
轄
権
は
、
人
や
物
に
対
し
て
国
家
が
統
治
を
行
う
権
限
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
が
全
朝

鮮
に
及
ぶ
と
認
め
る
こ
と
は
、
半
島
北
半
部
を
事
実
上
支
配
し
て
い
る
北
朝
鮮
政
府
と
い
う
政
治
権
力
を
否
認
す
る
こ
と
を
意
味
し
た

の
で
あ
る
。
一
方
で
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
対
象
を
南
朝
鮮
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
北
朝
鮮
政
府
の
存
在
を
是
認
す
る
こ
と
と
同
義

で
あ
っ
た
。
北
朝
鮮
に
対
す
る
認
識
と
密
接
に
連
関
し
て
い
た
管
轄
権
問
題
は
、
日
韓
間
に
お
け
る
最
大
の
争
点
で
あ
っ
た
請
求
権
交

渉
に
お
い
て
、
同
交
渉
の
対
象
地
域
に
半
島
北
半
部
が
含
ま
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
と
し
て
表
出
し
た
。
請
求
権
交
渉
が
実
質
的
に

（
1
）

（
2
）
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

結
し
た
後
に
本
格
化
し
た
両
国
の
基
本
関
係
を
め
ぐ
る
折
衝
で
は
、
請
求
権
交
渉
に
お
い
て
成
立
し
た
管
轄
権
問
題
に
関
す
る
合
意
を

日
韓
の
取
極
に
適
用
す
る
方
法
が
論
点
と
な
っ
た
。

　

日
本
側
と
の
討
議
に
お
い
て
、
韓
国
政
府
は
、
自
ら
の
管
轄
権
が
全
朝
鮮
に
及
ぶ
と
い
う
立
場
を
示
し
た
。
半
島
の
統
一
を
目
指
す

こ
と
は
韓
国
に
と
っ
て
国
是
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
一
九
四
八
年
七
月
一
二
日
に
公
布
さ
れ
た
大
韓
民
国
憲
法
の
第
四

条
で
は
、「
大
韓
民
国
の
領
土
は
、
韓
半
島
及
び
そ
の
付
属
島
嶼
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
国
是
の
下
で
、
韓
国
の
政
治
家
・

外
交
官
等
は
、
日
韓
交
渉
の
席
上
に
お
い
て
北
朝
鮮
政
府
の
存
在
を
否
認
す
る
姿
勢
を
固
持
し
た
。

　

し
か
し
、
日
韓
国
交
正
常
化
後
、
日
本
政
府
は
、
北
朝
鮮
と
の
間
で
国
交
正
常
化
交
渉
を
開
始
し
た
。
マ
ル
タ
会
談
に
お
い
て
冷
戦

の
終
結
が
米
ソ
に
よ
り
宣
言
さ
れ
た
直
後
の
一
九
九
〇
年
三
月
か
ら
、
日
本
政
府
は
、
北
朝
鮮
政
府
と
の
折
衝
を
秘
密
裏
に
開
始
し
た

の
で
あ
る
。
九
月
に
は
、
自
民
党
の
金
丸
信
や
社
会
党
副
委
員
長
の
田
辺
誠
等
が
訪
朝
し
、
国
交
交
渉
の
開
始
を
両
国
政
府
に
勧
告
す

る
こ
と
等
を
う
た
っ
た
自
民
党
・
社
会
党
・
朝
鮮
労
働
党
の
三
党
共
同
宣
言
に
調
印
し
た
。
金
丸
訪
朝
後
の
一
九
九
一
年
一
月
に
は
、

日
朝
両
政
府
に
よ
り
第
一
回
国
交
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。

　

自
国
の
管
轄
権
が
半
島
北
半
部
に
も
及
ぶ
と
い
う
立
場
を
堅
持
し
て
い
た
韓
国
政
府
と
の
国
交
正
常
化
交
渉
で
、
日
本
政
府
は
、
如

何
に
し
て
、
日
朝
交
渉
を
行
う
余
地
を
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
先
行
研
究
で
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
な

い
。

　

日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
史
に
関
す
る
先
行
研
究
の
関
心
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
日
本
の
植
民
地
支
配
に
つ
い
て
請
求
権
交
渉
で
補

償
等
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
。「
過
去
の
精
算
」
と
い
う
観
点
か
ら
日
韓
交
渉
を
実
証
的
に
分
析
し
た
論
考
が
研

究
史
上
に
お
い
て
登
場
す
る
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
日
韓
交
渉

に
関
す
る
韓
国
側
の
議
事
録
・
外
交
文
書
の
一
部
が
利
用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
次
史
料
を
基
礎
と
し
つ
つ
請
求
権
問
題
に

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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論　　　説

つ
い
て
考
究
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
概
略
的
な
経
緯
の
叙
述
に
留
ま
っ
て
い
た

日
韓
交
渉
史
研
究
の
水
準
が
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
こ
と
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
太
田
修
・
吉
澤
文
寿
・
高
崎
宗
司
・
李
元
徳
等
が
、

韓
国
側
史
料
を
用
い
て
、
冷
戦
と
い
う
国
際
環
境
下
で
日
韓
関
係
の
緊
密
化
を
米
国
が
求
め
る
中
、
植
民
地
支
配
へ
の
補
償
に
関
す
る

討
議
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
日
韓
両
政
府
が
交
渉
を
妥
結
さ
せ
た
こ
と
を
詳
ら
か
に
し
た
。
太
田
等
は
、
日
韓
交
渉
に
対
す
る
米
国

の
介
入
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
李
鍾
元
・
木
宮
正
史
・
チ
ャ
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
韓
国
国
民
が
求
め
て
い
た
「
過
去
の
精
算
」
が
、

日
米
韓
の
紐
帯
を
必
要
と
す
る
冷
戦
の
論
理
に
よ
り
封
印
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
本
側
文
書
の
公
開
が
二
〇
〇
六
年
に
実
現
す
る
。「
日
韓
会
談
文
書
・
全
面
公
開
を
求
め
る
会
」
の
提
訴
を
受
け

て
、
外
務
省
は
、
二
〇
〇
六
年
八
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
八
月
ま
で
の
間
に
合
計
一
三
六
九
件
約
六
万
枚
の
日
韓
交
渉
関
連
文
書
を
開
示

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、「
求
め
る
会
」
の
開
示
請
求
に
よ
り
文
書
の
公
開
が
外
務
省
に
よ
り
追
加
で
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
、

自
ら
の
管
轄
権
が
全
朝
鮮
に
及
ぶ
と
い
う
姿
勢
を
固
持
し
て
い
た
韓
国
政
府
と
の
折
衝
で
日
朝
交
渉
を
行
う
余
地
を
日
本
政
府
が
残
す

過
程
を
、
日
本
側
の
一
次
史
料
に
基
づ
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
研
究
史
上
、
開
示
さ
れ
た
日
本
側
文
書
を
使
用
し
て
日
本
政
府
の
対
韓
交
渉
方
針
を
体
系
的
に
分
析
し
た
初
め
て
の
成
果

で
あ
る
金
恩
貞
の
著
書
に
お
い
て
、
管
轄
権
問
題
へ
の
同
政
府
の
対
応
は
詳
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
金
は
、
日
本
政
府
内
部
に
お
い

て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
て
い
た
ア
ジ
ア
局
を
中
心
と
す
る
外
務
省
の
対
韓
交
渉
戦
略
が
、
日
韓
の
請
求
権
を
実
質
的
に
相
互
放

棄
と
し
た
上
で
、「
請
求
権
」
以
外
の
名
目
に
よ
る
韓
国
へ
の
支
払
い
を
認
め
る
と
い
う
点
で
一
貫
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ

の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
外
務
省
の
交
渉
戦
略
に
つ
い
て
、
戦
前
期
日
本
に
よ
る
朝
鮮
支
配
が
合
法
的
で
あ
る
と
い
う
歴
史
認
識
に
基
づ

い
て
い
る
と
評
価
し
た
。
金
は
、
日
本
側
文
書
が
公
開
さ
れ
る
以
前
に
発
表
さ
れ
た
先
行
研
究
と
同
様
に
、「
過
去
の
精
算
」
と
い
う

視
角
か
ら
日
韓
交
渉
へ
の
日
本
政
府
の
対
応
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
。
管
轄
権
問
題
に
関
す
る
討
議
に
お
い
て
日
朝
交
渉
の
余
地
を
日

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

本
政
府
が
残
す
過
程
は
、
日
韓
交
渉
に
お
け
る
北
朝
鮮
要
因
に
つ
い
て
日
本
外
務
省
文
書
を
用
い
て
検
討
し
た
吉
澤
文
寿
・
金
恩
貞
・

尹
錫
貞
の
研
究
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

管
轄
権
問
題
へ
の
日
本
政
府
の
対
応
が
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
日
韓
交
渉
史
研
究
に
お
け
る
重
大
な
欠
缺
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
成
否
を
左
右
す
る
枢
要
な
議
題
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
北
朝
鮮
政
府
の
存
在
を

否
認
す
る
韓
国
側
は
、
日
本
側
と
の
討
議
の
席
上
に
お
い
て
、
自
国
の
管
轄
権
が
半
島
北
半
部
に
も
及
ぶ
と
い
う
認
識
の
下
で
な
け
れ

ば
、「
国
交
正
常
化
の
意
味
は
な
く
な
る
」
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
側
の
反
応
如
何
に
よ
っ
て
は
、
管
轄
権
問
題
を
契
機
と
し

て
日
韓
交
渉
が
決
裂
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
筆
者
は
、
以
前
、
半
島
北
半
部
に
残
さ
れ
た
日
本
財
産
の
処
理
を
め
ぐ
る
問
題
に
着
目
し
つ

つ
、
一
九
五
〇
年
代
の
日
韓
請
求
権
交
渉
へ
の
日
本
外
務
省
の
対
応
を
日
本
側
文
書
に
基
づ
い
て
分
析
し
た
。
こ
の
分
析
を
通
じ
て
、

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
分
断
の
固
定
化
を
契
機
と
し
て
、
外
務
省
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
後
に
日
朝
交
渉
を
行
う
余
地
を
残
す
と
い

う
方
針
を
確
立
さ
せ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
管
轄
権
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
、
一
九
六
〇
年
代
の
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
プ
ロ
セ
ス
を

分
析
す
る
。
こ
の
分
析
を
通
じ
て
、
管
轄
権
問
題
の
打
開
策
と
し
て
日
本
政
府
が
採
用
し
た
「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
り
日
韓
の
国
交
正

常
化
が
実
現
し
た
こ
と
に
伴
い
、
韓
国
の
外
交
方
針
が
転
換
し
た
後
に
北
朝
鮮
と
の
国
交
交
渉
を
日
本
が
行
う
余
地
が
残
さ
れ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
一
九
九
〇
年
代
に
開
始
さ
れ
た
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
が
、
戦
後
日
本
の
対
朝
鮮
半
島
外
交
の
歴
史

に
お
い
て
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

史
料
は
、
前
稿
と
同
様
に
、
日
本
外
務
省
文
書
を
中
心
と
し
て
使
用
し
た
。
ま
た
、
韓
国
外
交
文
書
等
も
適
宜
用
い
た
。

　

な
お
、
国
際
条
約
等
の
英
語
原
文
を
引
用
す
る
際
に
は
日
本
語
訳
を
付
し
た
。
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論　　　説

第
一
章　
「
相
互
黙
認
」
に
関
す
る
合
意
の
形
成

第
一
節　

対
日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
対
立

　

一
九
五
八
年
四
月
に
開
始
さ
れ
た
第
四
次
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
は
、
学
生
革
命
が
韓
国
で
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
一
九
六
〇
年
四

月
に
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
日
韓
交
渉
が
途
絶
す
る
中
、
同
年
五
月
三
日
に
は
李
承
晩
韓
国
大
統
領
が
辞
任
し
た
。
そ
の
後
、
許

政
過
渡
政
府
を
経
て
、
八
月
一
九
日
に
は
張
勉
が
国
務
総
理
に
就
任
し
た
。
許
政
過
渡
政
府
下
に
お
い
て
、
大
統
領
制
か
ら
内
閣
責
任

制
へ
の
転
換
が
実
現
し
て
い
た
た
め
、
国
務
総
理
と
な
っ
た
張
勉
は
韓
国
政
府
の
実
質
的
な
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
。

　

張
勉
政
権
は
、
朝
鮮
半
島
の
統
一
を
長
期
的
な
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。
実
際
に
、
鄭
一
亨
外
務
部
長
官
は
、
一
九
六
〇
年
八
月
二
四

日
の
記
者
会
見
で
、「
国
連
の
決
議
を
尊
重
し
、
民
主
的
な
南
北
統
一
策
を
推
進
す
る
」
と
宣
言
し
た
。
武
力
に
よ
る
半
島
の
統
合
を

目
指
す
李
承
晩
政
権
の
「
北
進
統
一
論
」
を
放
棄
し
た
上
で
、
国
連
監
視
下
で
行
う
南
北
朝
鮮
の
総
選
挙
を
通
じ
て
統
一
を
実
現
す
る

と
い
う
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
案
は
、
北
朝
鮮
が
国
連
の
権
威
を
認
め
て
い
な
い
当
時
の
状
況
下
に
お
い
て
、
半

島
の
統
一
に
長
時
日
を
要
す
る
と
認
め
る
こ
と
を
事
実
上
意
味
し
て
い
た
。

　

一
方
で
、
張
政
権
は
、
日
韓
間
の
経
済
協
調
を
通
じ
た
韓
国
経
済
の
建
設
を
最
優
先
の
課
題
と
し
た
。
張
政
権
は
、
一
九
六
一
年
度

の
予
算
で
電
力
開
発
に
前
年
度
分
の
五
倍
を
配
分
す
る
等
、
李
承
晩
政
権
時
代
に
低
迷
し
て
い
た
経
済
の
成
長
を
早
急
に
推
し
進
め
よ

う
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
韓
日
経
済
協
調
」
を
推
進
し
て
日
本
の
資
本
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
米
国
の
援
助
と
国
内
資
本
だ
け

で
は
不
足
し
て
い
た
経
済
建
設
の
た
め
の
財
源
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
張
政
権
は
、「
先
建
設
、
後
統
一
」
の
論
理

に
基
づ
い
た
国
政
運
営
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　

張
政
権
の
成
立
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
日
本
で
は
、
安
保
騒
動
に
よ
り
岸
信
介
内
閣
が
退
陣
し
た
。
七
月
一
八
日
に
は
、
自
民
党
総
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

裁
選
挙
に
勝
利
し
た
池
田
勇
人
が
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
さ
れ
た
。
首
相
と
な
っ
た
池
田
は
、
自
派
閥
の
小
坂
善
太
郎
を
外
相
に
据
え

た
。

　

池
田
内
閣
と
張
内
閣
と
い
う
日
本
と
韓
国
に
お
け
る
新
政
権
の
誕
生
は
、
両
国
の
接
近
を
促
し
た
。
一
九
六
〇
年
九
月
、
張
新
政
権

の
樹
立
を
慶
祝
す
る
た
め
、
小
坂
外
相
が
、
日
本
の
閣
僚
と
し
て
は
戦
後
初
め
て
韓
国
を
公
式
訪
問
し
た
の
で
あ
る
。
訪
韓
し
た
小
坂

は
、
韓
国
政
府
首
脳
と
の
会
談
で
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
を
再
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
の
合
意
に
基
づ
い

て
、
第
五
次
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
が
一
九
六
〇
年
一
〇
月
二
五
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
日
本
側
主
席
代
表
は
沢
田
廉
三
外
務
省
顧
問
、

韓
国
側
主
席
代
表
は
兪
鎮
午
・
高
麗
大
学
総
長
で
あ
っ
た
。
日
本
の
対
韓
請
求
権
主
張
の
撤
回
は
第
四
次
交
渉
以
前
に
実
現
し
て
い
た

た
め
、
一
般
請
求
権
小
委
員
会
で
は
、
韓
国
側
が
提
出
し
た
対
日
請
求
要
綱
の
八
項
目
が
討
議
の
主
題
と
な
っ
た
。
一
般
請
求
権
小
委

員
会
の
日
本
側
主
査
は
西
原
直
廉
大
蔵
省
理
財
局
長
、
副
主
査
は
吉
田
信
邦
理
財
局
次
長
と
卜
部
敏
男
外
務
省
ア
ジ
ア
局
参
事
官
で
あ

っ
た
。

　

一
般
請
求
権
小
委
員
会
で
の
対
日
請
求
要
綱
に
関
す
る
討
議
に
お
い
て
、
韓
国
側
は
、
半
島
北
半
部
が
自
ら
の
対
日
請
求
権
の
対
象

地
域
と
な
る
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
同
委
員
会
第
一
二
回
会
合
で
、
半
島
北
半
部
の
自
然
人
が
持
つ
有
価
証
券
が
対
日
請
求
権
に
含

ま
れ
る
と
韓
国
側
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
短
時
日
に
実
現
す
る
こ
と
は
諦
め
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
統
一
を
政
治
的
目
標
で
あ
る

と
定
め
て
い
た
韓
国
側
と
し
て
は
、
全
朝
鮮
に
対
す
る
請
求
権
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
韓
国
側
の
見
解
に
対
し
て
日
本
側
は
否
定
的
な
反
応
を
示
し
た
。
日
本
側
は
、
半
島
北
半
部
の
自
然
人
が
持
つ
有
価
証

券
が
韓
国
の
対
日
請
求
権
に
含
ま
れ
る
場
合
、「
我
が
方
と
し
て
は
非
常
に
困
っ
た
問
題
に
な
る
」
と
反
駁
し
た
。
日
朝
交
渉
を
行
う

余
地
を
残
す
と
い
う
方
針
を
定
め
て
い
た
日
本
側
と
し
て
は
、
同
交
渉
の
議
題
と
な
る
べ
き
半
島
北
半
部
の
請
求
権
を
、
韓
国
と
の
間

で
処
理
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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結
局
、
半
島
北
半
部
の
請
求
権
の
処
理
に
つ
い
て
日
韓
間
で
妥
協
点
が
見
出
さ
れ
な
い
ま
ま
、
韓
国
に
お
い
て
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が

発
生
し
た
た
め
、
一
九
六
一
年
五
月
に
第
五
次
交
渉
は
断
絶
し
た
。
第
五
次
交
渉
に
お
け
る
韓
国
側
の
対
日
請
求
要
綱
に
関
す
る
討
議

で
は
、
第
五
項
目
の
細
目
の
一
つ
で
あ
る
「
戦
争
に
よ
る
被
徴
用
韓
人
の
被
害
に
対
す
る
補
償
」
が
最
後
の
議
題
と
な
っ
た

　

ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
成
立
し
た
朴
正
煕
少
将
を
中
心
と
す
る
韓
国
軍
事
政
権
は
、
張
政
権
と
同
様
に
、「
先
建
設
、
後
統
一
」
の

論
理
に
基
づ
い
て
国
政
を
行
お
う
と
し
た
。
実
際
に
、
一
九
六
一
年
一
一
月
、
訪
米
し
た
朴
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
と
の
会
談
に
お
い

て
、「
国
連
総
会
が
設
定
し
再
確
認
し
た
原
則
に
従
っ
て
平
和
的
な
方
法
で
南
北
統
一
を
模
索
す
る
」
と
い
う
意
思
を
示
し
た
。

　

半
島
の
統
一
を
長
期
的
な
目
標
と
し
て
掲
げ
る
一
方
で
、
軍
事
政
権
は
、
日
本
と
の
経
済
協
力
を
突
破
口
と
し
て
、
破
綻
し
た
国
内

経
済
を
再
建
し
よ
う
と
し
た
。
軍
事
政
権
は
、
経
済
開
発
計
画
を
推
進
す
る
上
で
不
足
し
て
い
た
外
貨
所
要
額
で
あ
る
四
億
七
〇
〇
〇

万
ド
ル
を
、
充
足
さ
れ
る
展
望
が
な
い
欠
損
で
あ
る
と
み
な
し
た
。
欠
損
と
な
っ
た
四
億
七
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
つ
い
て
、
軍
事
政
権
は
、

対
日
交
渉
上
「
我
が
方
の
請
求
金
額
の
最
低
ラ
イ
ン
設
定
に
当
た
り
重
要
な
〝
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
〟」
だ
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
軍
事
政
権
は
、
訪
日
使
節
団
を
派
遣
す
る
等
、
成
立
直
後
か
ら
日
韓
国
交
正
常
化
の
早
期
実
現
に
努
め
た
。

　

朴
軍
事
政
権
と
池
田
政
権
に
よ
る
第
六
次
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
は
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
二
〇
日
に
開
始
さ
れ
た
。
日
本
側
主
席

代
表
は
杉
道
助
日
本
貿
易
振
興
会
理
事
長
、
韓
国
側
主
席
代
表
は
裵
議
煥
・
元
韓
国
銀
行
総
裁
で
あ
っ
た
。
一
般
請
求
権
小
委
員
会
で

は
、
第
五
次
交
渉
に
引
き
続
き
、
韓
国
側
の
対
日
請
求
要
綱
の
八
項
目
に
関
す
る
討
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
般
請
求
権
小

委
員
会
の
日
本
側
主
査
は
宮
川
新
一
郎
大
蔵
省
理
財
局
長
、
副
主
査
は
吉
岡
英
一
理
財
局
次
長
と
卜
部
敏
男
外
務
省
ア
ジ
ア
局
参
事
官

で
あ
っ
た
。

　

第
六
次
交
渉
に
お
け
る
対
日
請
求
要
綱
の
議
論
に
お
い
て
、
韓
国
側
は
、
自
ら
の
対
日
請
求
権
の
対
象
地
域
が
半
島
北
半
部
に
及
ぶ

と
い
う
考
え
を
再
び
示
し
た
。
要
綱
の
第
二
項
目
で
あ
る
日
本
政
府
の
対
朝
鮮
総
督
府
債
務
に
関
す
る
討
議
で
、
韓
国
側
は
、
南
北
朝
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

鮮
を
区
別
し
た
事
実
関
係
の
確
認
を
絶
対
に
行
わ
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

韓
国
側
の
見
解
に
対
し
て
日
本
側
は
反
駁
し
た
。
日
本
側
は
、「
条
約
上
そ
の
他
の
立
場
」
が
韓
国
側
と
は
異
な
る
た
め
、
南
北
朝

鮮
の
区
別
に
つ
い
て
は
慎
重
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。「
条
約
上
の
立
場
」
と
は
、
後
述
の
通
り
、
平
和
条
約

第
四
条
や
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
の
解
釈
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
側
の
異
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
韓
国
側
は
、
妥
協
す
る
姿
勢
を
一
切
示
さ
な
か
っ
た
。
韓
国
側
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
を

打
ち
切
る
可
能
性
を
示
唆
し
つ
つ
、
南
北
朝
鮮
の
区
別
を
絶
対
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
改
め
て
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

対
日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
問
題
が
事
務
的
討
議
に
お
い
て
激
し
い
対
立
を
惹
起
す
る
中
、
政
治
折
衝
に
よ
り
請
求
権
問

題
を
解
決
す
る
と
い
う
案
に
つ
い
て
日
韓
間
で
合
意
が
成
立
し
た
。
日
韓
は
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
主
席
代
表
間
の
非
公

式
会
談
で
、
最
終
的
に
、
請
求
権
問
題
を
政
治
的
に
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で
意
見
が
一
致
し
て
い
た
。
両
国
と
も
、
対
日

請
求
要
綱
の
各
項
目
に
つ
い
て
正
確
な
金
額
を
算
出
す
る
作
業
に
は
膨
大
な
労
力
を
要
す
る
た
め
、
事
務
折
衝
の
み
で
請
求
権
を
処
理

す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
予
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
般
請
求
権
小
委
員
会
に
お
け
る
討
議
が
停
滞
す
る
中
、
一
九
六
一

年
一
二
月
の
事
務
当
局
者
間
の
会
談
で
、
韓
国
側
は
、
政
治
折
衝
を
開
催
し
て
現
況
を
打
開
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
韓
国
側
の
提
議

を
受
け
て
、
日
本
側
も
、「
請
求
権
問
題
解
決
に
関
す
る
政
治
折
衝
を
必
要
と
す
る
段
階
に
あ
る
」
と
認
め
た
。
一
九
六
二
年
一
月
一

七
日
に
は
、
主
席
代
表
間
の
会
談
に
お
い
て
、
衆
議
院
で
の
予
算
審
議
が
終
了
し
て
日
本
国
内
の
政
情
が
安
定
し
た
直
後
に
、
政
治
折

衝
を
始
め
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
、
外
務
省
は
、
政
治
折
衝
に
備
え
て
、
韓
国
の
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
が
南
朝
鮮
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う

日
本
側
の
主
張
の
根
拠
と
な
る
法
理
論
の
整
理
を
開
始
し
た
。
こ
の
作
業
を
主
に
担
当
し
た
の
は
条
約
局
で
あ
っ
た
。

　

条
約
局
が
、
政
治
折
衝
に
お
い
て
提
示
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
法
理
論
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第
四
条
（
ａ
）
の
解

（
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）

（
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（
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釈
で
あ
っ
た
。
平
和
条
約
第
四
条
（
ａ
）
は
、
旧
植
民
地
等
の
分
離
に
際
し
て
日
本
が
行
う
べ
き
請
求
権
交
渉
の
内
容
を
定
め
た
条
項

で
あ
る
。
こ
の
条
項
に
お
い
て
、
日
本
が
請
求
権
取
極
を
結
ぶ
相
手
は
、「
現
に
施
政
を
行
な
っ
て
い
る
当
局
」
で
あ
る
と
定
め
ら
れ

た
。
半
島
北
半
部
に
お
け
る
「
現
に
施
政
を
行
な
っ
て
い
る
当
局
」
は
北
朝
鮮
政
府
で
あ
り
、
韓
国
政
府
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
平
和

条
約
第
四
条
（
ａ
）
は
、
日
韓
請
求
権
問
題
の
対
象
か
ら
半
島
北
半
部
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
判
断
し
得
る
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
を
根
拠
と
し
て
、
条
約
局
は
、
政
治
折
衝
で
、
対
日
請
求
権
の
対
象
地
域
が
全
朝
鮮
で
あ
る
と
い
う
韓
国

側
の
主
張
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
条
約
局
は
、
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
問
題
に
お
い
て
韓
国
側
が
従
来
の
立
場
に
固
執
し
た
場
合
、
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
韓
国
政
府
の
地
位
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
議
論
で
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
が
半
島
北
半
部

に
及
ば
な
い
と
主
張
す
る
法
的
根
拠
と
な
る
と
条
約
局
が
考
え
た
の
は
、
一
九
四
八
年
一
二
月
一
二
日
の
国
連
総
会
決
議
一
九
五

（
Ⅲ
）
で
あ
っ
た
。
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
は
、
国
連
加
盟
国
や
そ
の
他
の
国
に
、
韓
国
と
関
係
を
設
定
す
る
に
際
し
て
、「
第
二

項
に
記
述
し
た
事
実
」
を
考
慮
に
入
れ
る
よ
う
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
決
議
の
第
二
項
の
記
述
は
、
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

　

D
eclares that there has been established a law

ful governm
ent (the Governm

ent of te Republic of K
orea) hav-

ing effective control and jurisdiction over that part of K
orea w

here the T
em

porary Com
m

ission w
as able to 

observe and consult and in w
hich the great m

ajority of the people of all K
orea reside; that this Governm

ent is 

based on elevations w
hich w

ere a called expression of the free w
ill of the electorate of that part of K

orea and 

w
hich w

ere observed by the T
em

porary Com
m

ission; and that this is the only such Governm
ent in K

orea;

［
臨

（
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

時
委
員
会
（
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
─
─
筆
者
注
）
が
観
察
し
、
且
つ
、
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
の
、
朝
鮮
の
人
民
の
大

多
数
が
居
住
し
て
い
る
朝
鮮
の
部
分
に
、
有
効
な
支
配
と
管
轄
権
を
及
ぼ
す
合
法
な
政
府
（
大
韓
民
国
政
府
）
が
樹
立
さ
れ
た
こ
と
、

こ
の
政
府
が
、
朝
鮮
の
前
記
の
部
分
の
選
挙
民
の
自
由
意
思
の
有
効
な
表
明
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
臨
時
委
員
会
が
観
察
し
た
選
挙

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
政
府
が
朝
鮮
に
お
け
る
唯
一
の
こ
の
種
の
政
府
で
あ
る
こ
と
と
を
宣
言
す
る
。］

　

こ
の
よ
う
に
、
第
二
項
で
は
、
韓
国
政
府
が
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
唯
一
の
合
法
的
な
政
府
で
あ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。
そ
の
一

方
で
、
韓
国
政
府
の
「
有
効
な
支
配
と
管
轄
権
」
が
及
ぶ
地
域
は
、「
臨
時
委
員
会
が
観
察
し
、
且
つ
協
議
で
き
た
と
こ
ろ
の
、
朝
鮮

人
民
の
大
多
数
が
居
住
し
て
い
る
部
分
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
た
。
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
が
韓
国
政
府
の
樹
立
に
際
し
て
観
察
で
き
た

地
域
は
、
当
時
、
米
軍
の
支
配
下
に
あ
っ
た
三
八
度
線
以
南
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
は
、
韓
国
と
国
交
を
設
定

す
る
国
に
対
し
て
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
が
南
朝
鮮
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
措
く
よ
う
要
請
し
て
い
る
と
解
釈
し
得
る
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
法
理
論
の
整
理
作
業
が
外
務
省
内
で
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
日
朝
交
渉
を
行
う
余
地
を
残
す
と
い
う
方
針
を
堅
持

す
る
必
要
が
、
日
本
の
国
内
政
治
情
勢
か
ら
も
生
じ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
日
本
社
会
党
が
、
韓
国
と
の
国
交
交
渉
で
、
半
島
北
半

部
を
も
対
象
地
域
と
し
て
討
議
を
行
う
こ
と
に
反
対
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
へ
の
批
判
的
な
姿
勢
を
社
会
党
が

公
式
に
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
「
日
韓
関
係
打
開
の
た
め
の
声
明
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
声
明
に
お
い

て
、
社
会
党
は
、
南
北
朝
鮮
の
何
れ
に
対
し
て
も
平
等
互
恵
の
立
場
を
貫
く
べ
き
だ
と
し
て
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
を
批
判
し
た
の
で

あ
る
。
一
九
六
一
年
一
〇
月
に
は
、
池
田
に
宛
て
た
申
入
れ
に
お
い
て
、「
財
産
請
求
権
問
題
等
全
朝
鮮
に
関
係
す
る
諸
問
題
」
を
韓

国
軍
事
政
権
と
の
間
で
交
渉
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ
る
と
同
党
は
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
社
会
党
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
中

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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論　　　説

で
、
韓
国
の
請
求
権
の
対
象
地
域
に
半
島
北
半
部
が
含
ま
れ
る
と
認
め
た
場
合
、
日
韓
取
極
に
関
す
る
国
会
で
の
説
明
が
困
難
と
な
る

可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

対
日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
法
理
論
を
整
備
し
た
上
で
、
日
本
側
は
、
韓
国
側
と
の
政
治
折
衝
に
臨
ん
だ
。

一
九
六
二
年
三
月
一
二
日
か
ら
、
小
坂
外
相
・
崔
徳
新
韓
国
外
務
部
長
官
の
会
談
が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
小
坂
以
外
の
日

本
側
出
席
者
は
、
杉
首
席
代
表
、
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
等
で
あ
っ
た
。
崔
以
外
の
韓
国
側
出
席
者
は
、
裵
主
席
代
表
、
文
晢
淳
政
務
局
長

等
で
あ
っ
た
。

　

小
坂
・
崔
会
談
に
お
い
て
、
小
坂
は
、
平
和
条
約
第
四
条
（
ａ
）
の
規
定
に
よ
り
、
韓
国
の
対
日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
が
南
朝
鮮

に
限
定
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。
三
月
一
二
日
の
第
一
回
会
談
で
、
小
坂
は
、
外
務
省
が
事
前
に
用
意
し
た
ペ
ー
パ
ー
の
全
文
を
読
み
上

げ
た
。
こ
の
朗
読
を
通
じ
て
、
平
和
条
約
第
四
条
（
ａ
）
の
規
定
に
基
づ
く
日
韓
間
の
特
別
取
極
の
対
象
地
域
に
半
島
北
半
部
は
含
ま

れ
な
い
と
い
う
条
約
局
が
準
備
し
た
同
条
項
の
解
釈
論
を
小
坂
は
韓
国
側
に
示
し
た
。

　

小
坂
の
主
張
に
対
し
て
、
崔
は
激
し
く
反
発
し
た
。
崔
は
、
平
和
条
約
の
署
名
国
か
ら
韓
国
が
除
外
さ
れ
た
事
実
を
指
摘
し
つ
つ
、

「
平
和
条
約
だ
け
に
わ
れ
わ
れ
（
韓
国
政
府
─

筆
者
注
）
が
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
か
と
考
え
る
」
と
述
べ
た
。
朝
鮮
戦
争

に
お
け
る
国
連
軍
の
北
進
に
よ
り
三
八
度
線
は
完
全
に
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
に
も
崔
は
言
及
し
た
。
日
本
側
の
法
理
論
へ
の
反
駁
を
行
な

っ
た
上
で
、
崔
は
、「（
韓
国
政
府
は
─
筆
者
注
）
政
治
的
、
道
義
的
に
は
北
の
同
胞
を
保
護
す
る
責
任
を
負
い
、
そ
の
行
政
権
が
北
に

及
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
論
じ
た
。
韓
国
側
は
、
政
治
折
衝
に
お
い
て
も
、
対
日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
従
来

の
立
場
を
堅
持
し
た
の
で
あ
る
。

　

韓
国
側
の
強
硬
な
姿
勢
に
接
し
た
小
坂
は
、
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
の
日
本
側
解
釈
を
披
瀝
し
た
。
一
三
日
、
衆
議
院
外
務
委
員

会
で
、
社
会
党
の
黒
田
寿
男
が
、
韓
国
の
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
を
池
田
に
質
し
た
。

（
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

黒
田
の
質
問
に
対
し
て
、
池
田
は
、「
朴
政
権
は
三
十
八
度
以
南
を
支
配
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
前
提
の
も
と
に
交

渉
を
い
た
し
て
お
る
」
と
答
え
た
。
池
田
の
答
弁
の
内
容
は
、
韓
国
側
事
務
担
当
者
に
よ
り
滞
日
中
の
崔
に
報
告
さ
れ
た
。
報
告
を
受

け
た
崔
は
、
一
四
日
の
政
治
折
衝
第
二
回
会
談
の
冒
頭
で
、
一
三
日
の
池
田
の
答
弁
に
つ
い
て
、「
気
分
が
晴
れ
な
い
も
の
が
あ
っ

た
」
と
い
う
感
想
を
披
瀝
し
た
。
そ
の
上
で
、
崔
は
、
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
が
韓
国
政
府
の
唯
一
合
法
性
を
認
め
て
い
る
こ
と
を

根
拠
と
し
て
、
同
政
府
が
全
朝
鮮
を
代
表
し
得
る
と
論
じ
た
。
崔
に
対
し
て
、
小
坂
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
韓
国
政
府
の
唯
一
合
法

性
に
は
同
意
し
つ
つ
、
同
政
府
の
管
轄
権
が
実
際
に
は
半
島
北
半
部
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
日
本
側
が
考
慮
し
て
い
る
点
を
強
調
し

た
。
小
坂
は
、
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
は
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
が
全
朝
鮮
に
及
ぶ
と
は
認
め
て
い
な
い
と
い
う
立
場
を
示
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
坂
・
崔
会
談
は
、
管
轄
権
問
題
に
つ
い
て
日
韓
の
見
解
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
た
。

第
二
節　
「
大
平
構
想
」
に
よ
る
「
相
互
黙
認
」
の
模
索

　

管
轄
権
問
題
が
外
相
会
談
に
お
い
て
激
し
い
日
韓
対
立
を
惹
起
し
た
こ
と
は
、
韓
国
側
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
韓
国
側
の
中
で
、

同
問
題
に
関
す
る
原
則
的
立
場
を
日
韓
双
方
が
維
持
し
て
い
る
以
上
、
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
に
関
す
る
議
論
を
行
え
ば
、
日
韓
国
交

正
常
化
交
渉
は
停
滞
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
意
見
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
厳
永
逹
・
韓
国
外
務
部
亜
州
課
長
は
、
外
務
省

の
浜
本
康
也
事
務
官
と
の
会
談
で
、「
南
北
鮮
統
一
は
韓
国
の
国
是
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
す
て
ろ
と
い
う
こ
と
は
韓
国
に
と
り
絶
対
に

受
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
厳
課
長
は
、
対
日
請
求
権
の
対
象
地
域
に
関
す
る
従
来
の
見
解
を
日
本
側
が
堅
持
し
た

場
合
、「
双
方
の
主
張
は
平
行
線
を
辿
る
」
こ
と
に
な
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
厳
課
長
は
、
私
見
で
あ
る
と
断
っ
た
上
で
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
地
域
的
範
囲
に
関
す
る
立
場
を
相
互
に
黙
認
す
る

こ
と
を
外
務
省
に
提
案
し
た
。
厳
課
長
は
浜
本
に
、「
お
互
い
に
腹
の
中
で
は
了
解
し
て
い
て
、
韓
国
側
は
全
鮮
分
を
と
っ
た
旨
説
明

（
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し
、
日
本
側
は
国
内
的
に
は
都
合
の
よ
い
よ
う
な
説
明
を
す
る
よ
り
解
決
策
は
な
い
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
一
九
六
二
年
七
月
に
は
参
議
院
選
挙
と
池
田
内
閣
の
改
造
が
行
わ
れ
た
。
参
議
院
選
挙
で
は
、
自
民
党
が
、
改
選
前

を
上
回
る
六
九
議
席
を
獲
得
し
て
勝
利
し
た
。
選
挙
後
の
内
閣
改
造
で
は
、
池
田
の
腹
心
で
あ
る
大
平
正
芳
が
外
相
に
就
任
し
た
。
大

平
は
、
外
相
就
任
直
後
か
ら
、「
釜
山
赤
旗
論
」
等
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
日
韓
間
の
懸
案
を
実
際
的
に
処
理
す

る
と
い
う
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
事
務
方
で
あ
る
外
務
省
の
構
想
が
、
池
田
と
の
パ
イ
プ
を
持
つ
大
平
の
政
府
内
調
整
に

よ
り
、
日
本
側
の
対
韓
折
衝
方
針
へ
と
昇
華
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
大
平
の
外
相
就
任
を
契
機
と
し
て
、
外
務
省
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
を
速
や
か
に
妥
結
さ
せ
る
た
め
に
積
極
的
な

構
想
を
立
て
た
。
外
務
省
は
、
管
轄
権
問
題
を
め
ぐ
る
原
則
的
立
場
を
相
互
に
黙
認
す
る
と
い
う
案
を
対
韓
交
渉
方
針
と
し
て
採
用
す

べ
き
だ
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。「
相
互
黙
認
」
案
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
方
法
と
し
て
外
務
省
が
想
定
し
た
の
は
、
基
本
関
係
問
題

の
合
意
の
形
式
を
条
約
で
は
な
く
共
同
宣
言
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
基
本
関
係
問
題
と
は
、
過
去
と
将
来
の
日
韓
両
国
の
関
係
の
処

理
に
関
す
る
精
神
的
な
い
し
原
則
的
な
部
分
を
意
味
す
る
。「
過
去
の
精
算
」
を
行
う
に
際
し
て
両
国
が
共
有
す
べ
き
精
神
を
明
示
す

る
た
め
に
は
、
日
韓
併
合
以
前
に
締
結
さ
れ
た
条
約
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
他
方
で
、
将
来
の
両
国
関
係
の

処
理
に
関
す
る
原
則
を
規
定
す
る
た
め
に
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
韓
国
政
府
の
地
位
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

基
本
条
約
で
は
、
日
韓
間
の
旧
条
約
が
い
つ
効
力
を
失
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
と
併
せ
て
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
が
半
島
北
半
部
に
及

ぶ
か
否
か
と
い
う
点
に
直
截
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
旧
条
約
の
無
効
確
認
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
二
年
に
行
わ
れ
た
第
一

次
交
渉
の
基
本
関
係
委
員
会
に
お
い
て
、
政
治
的
解
決
を
図
る
こ
と
で
原
則
的
合
意
が
成
立
し
て
い
た
。
一
方
で
、
韓
国
政
府
の
管
轄

権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
問
題
に
お
い
て
は
、
先
述
の
通
り
、
日
韓
の
見
解
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
小
坂
・
崔
会
談
で
露
呈
し
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
外
務
省
は
、
日
韓
対
立
の
激
化
を
回
避
す
る
た
め
に
、
管
轄
権
問
題
に
関
す
る
原
則
的
立
場
の
「
相
互
黙
認
」
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

を
共
同
宣
言
方
式
に
よ
り
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
共
同
宣
言
は
、
通
常
、
政
府
の
政
策
意
図
等
を
法
的
な
権
利
義
務
を
設

定
し
な
い
形
で
対
外
的
に
発
信
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
簡
易
な
形
式
で
あ
る
。
こ
の
形
式
で
あ
れ
ば
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
地

域
的
範
囲
に
関
す
る
明
確
な
合
意
を
欠
い
た
状
態
で
国
交
の
正
常
化
を
宣
言
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
外
務
省
は
判
断
し
た
の
で
あ

る
。

　

共
同
宣
言
方
式
を
採
用
す
る
と
い
う
方
針
を
定
め
た
外
務
省
は
、
対
日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
に
つ
い
て
も
条
文
で
明
示
す
る
必
要

は
な
い
と
決
断
し
た
。
先
述
の
通
り
、
条
約
局
は
、
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
と
平
和
条
約
第
四
条
（
ａ
）
を
法
的
根
拠
と
し
て
、
韓

国
の
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
南
朝
鮮
に
限
定
す
る
建
前
を
と
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。
一
方
で
、
ア
ジ
ア

局
は
、
実
際
上
、
南
北
両
朝
鮮
を
区
分
し
て
韓
国
の
対
日
請
求
権
の
金
額
を
算
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
行
わ
れ
た
一
九
六
二
年
一
月
の
省
内
会
議
で
は
、
対
日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
問
題
を
経
済
協
力
方
式
に

よ
り
解
決
す
る
と
い
う
案
が
浮
上
し
た
。
経
済
協
力
方
式
と
は
、
日
本
に
よ
る
対
韓
経
済
援
助
の
供
与
と
引
き
換
え
に
、
日
韓
請
求
権

問
題
が
解
決
す
る
こ
と
を
韓
国
側
が
認
め
る
と
い
う
ア
ジ
ア
局
が
立
案
し
た
構
想
で
あ
る
。
請
求
権
に
対
す
る
支
払
い
で
は
な
く
経
済

協
力
と
い
う
形
式
で
の
支
出
で
あ
れ
ば
、
処
理
の
対
象
と
な
る
対
日
請
求
権
の
内
容
を
計
算
す
る
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
、
経
済
協
力

方
式
で
は
、
韓
国
の
対
日
請
求
権
の
対
象
地
域
が
南
朝
鮮
に
限
定
さ
れ
る
か
否
と
い
う
点
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
を
回
避
で
き
る

の
で
あ
る
。
大
平
外
相
誕
生
後
の
外
務
省
は
、
こ
の
方
式
に
よ
り
、
半
島
半
部
の
請
求
権
を
め
ぐ
る
日
韓
対
立
を
止
揚
す
る
こ
と
を
対

韓
交
渉
方
針
と
し
て
明
確
に
打
ち
出
し
た
。
外
務
省
は
、
請
求
権
問
題
に
つ
い
て
も
、「
相
互
黙
認
」
案
に
よ
る
解
決
を
目
指
し
た
の

で
あ
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、「
相
互
黙
認
」
案
に
基
づ
い
て
日
韓
交
渉
が
妥
結
し
た
場
合
、
韓
国
と
の
国
交
正
常
化
後
に
北
朝
鮮
と
の
国
交
交

渉
を
日
本
が
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
点
で
あ
る
。
半
島
北
半
部
に
韓
国
の
管
轄
権
が
及
ぶ
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
明
確
な
規
定
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論　　　説

を
設
け
る
こ
と
な
く
日
韓
の
国
交
を
正
常
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
北
朝
鮮
と
の
間
で
日
本
が
政
府
間
交
渉
を
行
う
可
能
性
が
残
る
こ
と
を

事
実
上
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
共
同
宣
言
方
式
を
中
核
と
す
る
外
務
省
の
方
案
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
後
に
日
朝
交
渉
を
行

う
余
地
を
残
す
と
い
う
日
本
政
府
の
方
針
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
相
互
黙
認
」
を
旨
と
す
る
外
務
省
の
方
案
に
大
平
は
同
意
し
た
。
七
月
二
四
日
、
大
平
、
杉
主
席
代
表
、
武
内
龍
次
次
官
、
伊
関

祐
二
郎
ア
ジ
ア
局
長
、
中
川
融
条
約
局
長
等
が
出
席
し
た
外
務
省
幹
部
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、
ア
ジ
ア
局
が
作
成
し
た
対

韓
交
渉
方
針
に
関
す
る
文
書
の
朗
読
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
朗
読
を
通
じ
て
、
共
同
宣
言
方
式
に
よ
り
基
本
関
係
問
題
を
解
決
す
る
と
い

う
構
想
と
、
経
済
協
力
方
式
に
よ
り
請
求
権
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
方
策
が
大
平
に
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
平
は
、
韓
国
の
対
日

請
求
権
の
地
域
的
範
囲
を
如
何
に
処
理
す
る
か
と
い
う
点
を
外
務
省
側
に
質
し
た
。
大
平
の
質
問
に
対
し
て
、
中
川
条
約
局
長
は
、

「『
請
求
権
』
で
あ
れ
ば
南
鮮
だ
け
と
い
う
必
要
が
あ
る
が
、『
無
償
援
助
』
な
ら
地
域
の
こ
と
を
い
う
必
要
が
な
い
」
と
答
え
た
。
外

務
省
側
と
の
討
議
が
終
わ
る
と
、
大
平
は
、「
も
う
こ
れ
以
上
延
ば
す
方
便
は
な
い
」
と
述
べ
て
、
同
省
の
方
案
を
受
け
入
れ
る
姿
勢

を
示
し
た
。
大
平
は
、
半
島
北
半
部
を
「
白
紙
」
と
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
抱
い
て
い
た
も
の
の
、
日
韓
間
の
問
題
を
実
際
的
に
処
理

す
る
と
い
う
方
針
の
下
で
、
事
務
方
で
あ
る
外
務
省
の
意
見
を
尊
重
し
た
の
で
あ
る
。
経
済
協
力
方
式
に
よ
る
請
求
権
問
題
の
処
理
だ

け
で
な
く
、
共
同
宣
言
と
い
う
形
式
で
基
本
関
係
問
題
の
解
決
を
目
指
す
外
務
省
の
方
案
は
、
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
「
大
平
構

想
」
と
称
さ
れ
た
。

　

大
平
は
、「
大
平
構
想
」
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
た
め
、
自
民
党
派
閥
領
袖
と
会
談
を
行
っ
た
。
八
月
一
八
日
に
、
大
平
は
、
党
人

派
の
河
野
一
郎
建
設
相
と
会
見
し
た
。
こ
の
会
見
に
お
い
て
、
大
平
は
、「
大
平
構
想
」
へ
の
同
意
と
協
力
を
求
め
た
。
大
平
の
申
し

出
を
受
け
て
、
河
野
は
、
共
同
宣
言
方
式
に
よ
り
基
本
関
係
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
に
賛
意
を
示
し
た
。
条
約
形
式
に
し
た
場
合
、
管

轄
権
問
題
に
関
す
る
国
民
・
野
党
の
追
及
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
韓
国
と
の
交
渉
に
臨
む
日
本
政
府
の
立
場
が
苦
し
く
な
る
と
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

河
野
は
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
河
野
と
同
様
の
判
断
に
基
づ
き
、
親
韓
派
の
中
心
人
物
で
あ
る
岸
信
介
前
首
相
も
、
共
同
宣
言
方
式
に

賛
同
し
た
。
大
平
は
、
池
田
と
協
力
し
つ
つ
、
岸
へ
の
説
得
も
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
韓
国
側
は
、
日
朝
交
渉
に
関
す
る
日
本
側
の
方
針
が
「
大
平
構
想
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
看
取
し
て
、
同
構
想
に

激
し
く
反
発
し
た
。
一
八
日
、「
大
平
構
想
」
が
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
韓
国
政
府
の
唯
一
合
法
性
を
事
実
上
否
認
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
同
構
想
に
反
対
す
る
方
針
で
あ
る
と
い
う
談
話
を
韓
国
外
務
部
は
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
談
話
に
お
い
て
、
外
務
部
は
、

「
基
本
問
題
を
明
ら
か
に
し
な
い
限
り
、
韓
日
関
係
を
友
好
的
に
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
共
同
宣
言
方
式

は
、「
二
つ
の
朝
鮮
」
と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
、
将
来
、
北
朝
鮮
政
府
と
何
ら
か
の
関
係
を
結
ぶ
余
地
を
残
す
と
い
う
日
本
政
府
の

意
図
が
表
面
化
し
た
も
の
だ
と
外
務
部
は
判
断
し
た
の
で
あ
る
。「
相
互
黙
認
」
案
に
つ
い
て
厳
課
長
が
検
討
を
開
始
し
て
い
た
も
の

の
、「
大
平
構
想
」
の
登
場
に
よ
り
日
本
政
府
の
対
北
朝
鮮
外
交
方
針
に
対
す
る
警
戒
心
を
強
め
て
外
務
部
は
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
。

　

結
局
、
池
田
は
、
請
求
権
問
題
の
解
決
枠
組
み
で
あ
る
経
済
協
力
方
式
の
み
に
裁
可
を
与
え
た
。
韓
国
側
が
鋭
く
批
判
し
た
「
大
平

構
想
」
の
裁
断
は
留
保
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
日
本
側
は
、
請
求
権
交
渉
で
「
相
互
黙
認
」
案
に
つ
い
て
合
意
を
成
し
た
後
、

基
本
関
係
を
処
理
す
る
と
い
う
管
轄
権
問
題
の
段
階
的
な
解
決
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
節　

米
国
の
姿
勢
と
合
意
成
立

　

一
九
六
二
年
五
月
、
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
と
裵
韓
国
側
主
席
代
表
の
会
談
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
談
に
お
い
て
、
第
二
次
政
治
折
衝
の

た
め
の
予
備
会
談
を
外
務
省
と
駐
日
韓
国
代
表
部
と
の
間
で
開
始
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
た
。
八
月
に
入
る
と
、
予
備
会

談
に
備
え
て
、
国
交
正
常
化
交
渉
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
討
議
内
容
の
整
理
作
業
が
日
韓
間
で
開
始
さ
れ
た
。

　

討
議
内
容
の
整
理
作
業
の
中
で
、
韓
国
側
は
、
平
和
条
第
四
条
に
関
す
る
独
自
の
解
釈
を
提
示
し
て
、
韓
国
の
対
日
請
求
権
の
対
象
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論　　　説

地
域
に
半
島
北
半
部
が
含
ま
れ
る
と
改
め
て
主
張
し
た
。
先
述
の
通
り
、
小
坂
・
崔
会
談
に
お
い
て
、
韓
国
側
は
、
対
日
請
求
権
の
地

域
的
範
囲
が
南
朝
鮮
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
平
和
条
約
第
四
条
の
日
本
側
解
釈
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、

日
本
側
と
は
異
な
る
同
条
の
釈
義
を
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
韓
国
側
は
、
第
二
次
政
治
折
衝
の
た
め
の
予
備

会
談
が
本
格
化
す
る
前
に
、
平
和
条
約
第
四
条
に
関
す
る
自
ら
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
平
和
条
約
第
四
条
に
関
す
る
韓

国
側
解
釈
の
前
提
は
国
連
決
議
一
九
五
（
Ⅲ
）
で
あ
っ
た
。
韓
国
側
は
、
同
決
議
に
よ
り
、
韓
国
政
府
が
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
唯
一
の

合
法
政
府
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
た
め
、
半
島
北
半
部
が
自
ら
の
法
的
統
治
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
に

基
づ
い
て
、
半
島
北
半
部
に
居
住
す
る
人
々
の
権
利
を
保
護
す
べ
き
法
的
責
任
を
負
っ
た
「
究
極
的
な
当
局
」
は
韓
国
政
府
で
あ
る
と

判
断
し
た
。
韓
国
側
は
、「
現
に
施
政
を
行
っ
て
い
る
当
局
」
が
日
本
と
取
極
を
結
ぶ
と
定
め
た
第
四
条
（
ａ
）
の
解
釈
と
し
て
、
対

日
請
求
権
の
範
囲
が
南
朝
鮮
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
結
論
は
出
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
韓
国
側
は
、
管
轄
権
問
題
が
、
日
韓
交
渉
の
成
否
を
左
右
す
る
重
要
な
議
題
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
韓
国
側
は
、
対

日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
に
関
す
る
日
韓
対
立
が
、「
会
談
全
般
さ
ら
に
は
今
後
の
両
国
関
係
に
関
連
す
る
高
次
元
の
問
題
」
で
あ
る

と
断
じ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
二
年
八
月
二
一
日
、
第
二
次
政
治
折
衝
の
た
め
の
予
備
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
日
本
側
出
席
者
は
杉
主
席
代
表
、
伊
関
ア
ジ

ア
局
長
で
あ
っ
た
。
韓
国
側
出
席
者
は
、
裵
主
席
代
表
、
崔
参
事
官
で
あ
っ
た
。

　

予
備
交
渉
第
一
回
会
合
に
お
い
て
、
日
本
側
は
、「
相
互
黙
認
」
案
を
韓
国
側
に
示
し
た
。
同
会
合
の
冒
頭
で
、
日
本
側
は
、
請
求

権
問
題
を
経
済
協
力
方
式
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
の
後
、
裵
韓
国
側
代
表
は
、「
日
本
側
と
し
て
も
今
度
の
解
決
で

朝
鮮
全
体
の
請
求
権
を
解
決
さ
れ
る
つ
も
り
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
裵
代
表
の
発
言
に
対
し
て
、
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
は
、
半
島
北
半
部

を
対
象
地
域
と
し
た
対
日
請
求
権
と
在
北
朝
鮮
日
本
財
産
に
対
す
る
請
求
権
が
日
韓
国
交
正
常
化
後
も
未
処
理
の
ま
ま
残
さ
れ
る
と
答
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

え
た
。
そ
の
上
で
、
杉
代
表
は
、「
日
本
側
の
考
え
て
い
る
方
式
（
経
済
協
力
方
式
─
筆
者
注
）
に
よ
れ
ば
南
北
鮮
問
題
に
ふ
れ
な
い

で
す
む
」
と
述
べ
た
。
日
本
側
は
、
経
済
協
力
方
式
に
よ
り
地
域
的
範
囲
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
回
避
し
て
、
管
轄
権
問
題
に
関
す
る

原
則
的
立
場
を
相
互
に
黙
認
す
る
と
い
う
解
決
策
を
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
韓
国
交
正
常
化
後
に
日
朝
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
韓
国
側
は
、
米
国
の
協
力
を
引
き
出
す
こ
と
で
局

面
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
。
八
月
二
七
日
、
全
祥
振
・
韓
国
外
務
部
政
務
局
長
は
駐
韓
米
国
大
使
館
の
ハ
ビ
ブ
参
事
官
と
会
談
し
た
。

こ
の
会
談
に
お
い
て
、
全
局
長
は
、「
大
平
構
想
」
と
し
て
表
面
化
し
た
よ
う
に
、
日
本
側
が
、
半
島
の
分
断
を
前
提
と
し
て
南
北
朝

鮮
各
々
と
の
間
で
諸
問
題
を
処
理
す
る
と
い
う
方
針
を
立
て
て
い
る
と
批
難
し
た
。
そ
の
上
で
、
日
韓
間
の
個
々
の
懸
案
の
処
理
に
際

し
て
、
韓
国
が
全
朝
鮮
を
代
表
す
る
資
格
と
特
権
を
有
す
る
こ
と
が
黙
示
的
だ
と
し
て
も
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。

請
求
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
朝
鮮
を
対
象
地
域
と
し
て
日
韓
間
で
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
朝
交
渉
が
行
わ
れ
る
余
地
を
な
く
す

必
要
が
あ
る
と
全
局
長
は
ハ
ビ
ブ
に
述
べ
た
。

　

し
か
し
、
ハ
ビ
ブ
は
、
全
局
長
に
冷
淡
な
態
度
を
示
し
た
。
ハ
ビ
ブ
は
、
日
本
側
か
ら
、
北
朝
鮮
と
の
間
で
懸
案
を
処
理
す
る
と
い

う
方
針
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
述
べ
た
。
請
求
権
問
題
に
つ
い
て
は
、「
引
き
続
き
交
渉
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
述
べ

た
だ
け
で
、
地
域
的
範
囲
に
関
す
る
具
体
的
な
立
場
の
表
明
を
避
け
た
。

　

管
轄
権
問
題
へ
の
不
介
入
の
姿
勢
を
米
国
が
表
し
た
の
は
、
北
朝
鮮
政
府
と
の
関
係
を
日
本
政
府
が
性
急
に
進
展
さ
せ
る
可
能
性
は

低
い
と
判
断
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
駐
日
公
使
は
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
に
宛
て
た
電
報
に
お
い
て
、

「
日
朝
関
係
正
常
化
に
は
中
国
に
関
す
る
吉
田
・
ダ
レ
ス
了
解
の
よ
う
な
法
的
障
害
は
な
い
」
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
同
電
報
に
お
い
て
、「
自
由
主
義
諸
国
は
平
壌
政
権
を
承
認
し
て
い
な
い
。
中
共
と
異
な
り
、
北
朝
鮮
は
日
本
に
文

化
的
・
経
済
的
利
益
を
供
与
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
主
張
し
た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
国
際
法
上
の
障
害
は
な
い
も
の
の
、
中
国
と
は
異
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な
り
、
社
会
主
義
陣
営
の
中
小
国
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
北
朝
鮮
と
の
国
交
正
常
化
に
よ
り
日
本
が
得
る
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
と
い
う
意

見
を
本
国
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。「
日
中
総
合
貿
易
に
関
す
る
覚
書
」
の
調
印
に
よ
り
日
中
の
経
済
的
な
関
係
が
発
展
す
る
と
、
ケ
ネ

デ
ィ
政
権
の
ラ
ス
ク
国
務
長
官
は
、
一
九
六
四
年
一
一
月
に
、
駐
韓
米
国
大
使
館
に
宛
て
て
電
報
を
発
出
し
た
。
こ
の
電
報
で
、
ラ
ス

ク
は
、
日
朝
接
近
に
繋
が
る
日
中
関
係
の
緊
密
化
が
達
成
さ
れ
る
前
に
、
日
本
と
の
国
交
正
常
化
を
行
う
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
と
韓
国

側
に
印
象
付
け
る
と
い
う
外
交
戦
略
を
提
案
し
た
。
国
務
省
は
、
日
本
の
対
共
産
圏
外
交
の
主
眼
が
北
朝
鮮
で
は
な
く
中
国
に
あ
る
と

い
う
認
識
を
前
提
と
し
て
、
対
韓
政
策
を
検
討
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

国
務
省
の
評
価
は
、
日
朝
国
交
正
常
化
に
対
す
る
外
務
省
の
認
識
を
正
確
に
反
映
し
て
い
た
。
先
述
の
通
り
、
外
務
省
は
、
南
北
分

断
の
固
定
化
を
契
機
と
し
て
、
日
韓
国
交
正
常
化
後
に
日
朝
交
渉
を
行
う
余
地
を
残
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
同
省

は
、
総
人
口
が
七
〇
〇
万
に
過
ぎ
な
い
社
会
主
義
国
家
で
あ
る
北
朝
鮮
の
承
認
は
、
当
面
の
間
、
自
由
主
義
諸
国
に
お
い
て
、
外
交
政

策
に
お
け
る
検
討
課
題
と
な
り
得
な
い
と
判
断
し
て
い
た
。
ま
た
、
朴
正
鎮
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
外
務
省
は
、
岸
信
介
政
権
期
に
開

始
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
の
北
朝
鮮
帰
国
事
業
の
目
的
が
、
日
朝
関
係
の
進
展
で
は
な
く
、
日
韓
交
渉
に
臨
む
「
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
」
を
得

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
外
務
省
は
、
米
ソ
を
頂
点
と
し
て
東
西
両
陣
営
が
対
立
し
て
い
た
当
時
の
国
際
情
勢

の
下
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
と
の
関
係
よ
り
も
韓
国
と
の
関
係
を
優
先
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
務
省
は
、
日
朝
国
交
正
常
化
が
、
日
韓

国
交
正
常
化
後
に
お
け
る
日
本
外
交
の
可
能
性
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。

　

管
轄
権
問
題
に
介
入
し
な
い
と
い
う
姿
勢
を
米
国
が
明
ら
か
に
す
る
中
、
予
備
交
渉
で
は
、
請
求
権
問
題
の
解
決
に
伴
う
日
本
の
対

韓
支
出
に
つ
い
て
日
韓
両
国
が
討
議
を
行
っ
た
。
八
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
会
合
に
お
い
て
、
日
本
側
は
、
無
償
援
助
一
．

五
億
ド
ル
と
同
額
程
度
の
有
償
援
助
を
提
示
し
た
。
日
本
側
の
提
案
を
受
け
て
、
韓
国
側
は
、
純
粋
な
請
求
権
に
対
す
る
支
払
い
三
億

ド
ル
と
無
償
援
助
三
億
ド
ル
と
い
う
対
案
を
示
し
た
。
九
月
一
三
日
の
第
六
回
会
合
で
は
、
裵
主
席
代
表
が
、
六
億
ド
ル
か
ら
五
億
ド
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

ル
に
要
求
総
額
を
韓
国
側
が
減
ら
し
た
場
合
、
日
本
側
の
無
償
援
助
を
二
億
ド
ル
に
増
額
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。
韓
国
側
の
要
求
に

対
し
て
、
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
は
、「
そ
の
よ
う
な
数
字
に
は
絶
対
に
応
じ
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
、
妥
協
す
る
姿
勢
を
一
切
示
さ
な
か

っ
た
。

　

日
本
の
対
韓
支
出
に
関
す
る
日
韓
間
の
折
衝
は
、
一
一
月
一
二
日
に
行
わ
れ
た
大
平
と
金
鐘
泌
中
央
情
報
部
長
の
会
談
に
お
い
て
実

質
的
な
妥
結
を
迎
え
た
。
こ
の
会
談
で
は
、
韓
国
に
よ
る
対
日
請
求
権
の
放
棄
に
際
し
て
、
無
償
援
助
三
億
ド
ル
、
有
償
援
助
二
億
ド

ル
、
民
間
商
業
借
款
一
億
ド
ル
以
上
を
日
本
が
供
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
た
。
総
額
六
億
ド
ル
と
い
う
韓
国
側
の
要
求

を
日
本
側
が
受
け
入
れ
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
、
韓
国
側
は
、
経
済
協
力
方
式
に
よ
り
請
求
権
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
認
め
た
の
で

あ
る
。
大
平
・
金
合
意
に
よ
り
、
国
交
正
常
化
に
伴
う
日
本
か
ら
韓
国
へ
の
資
金
供
与
は
、
植
民
地
支
配
に
対
す
る
補
償
を
含
意
し
な

い
こ
と
が
確
定
し
た
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
韓
国
外
務
部
が
、
経
済
協
力
方
式
の
受
諾
に
伴
い
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
対
象
地
域
に
関
す
る
原
則
的
立
場
を

相
互
に
黙
認
す
べ
き
だ
と
決
断
し
た
こ
と
で
あ
る
。
外
務
部
は
、
経
済
協
力
方
式
に
よ
り
解
決
さ
れ
る
請
求
権
問
題
の
地
域
的
範
囲
に

つ
い
て
、
日
韓
両
国
の
政
治
指
導
者
が
自
ら
に
都
合
の
良
い
説
明
を
国
内
で
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
管
轄
権
問
題
に

つ
い
て
米
国
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
中
、
外
国
資
本
の
導
入
を
急
ぐ
韓
国
側
は
、
両
国
の
原
則
的
立
場
の
「
相
互
黙
認
」
を
経
済
協
力

方
式
に
よ
り
実
現
す
る
と
い
う
日
本
側
案
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
先
述
の
厳
課
長
の
提
案
が
外
務
部
内
に
お

い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
請
求
権
取
極
の
名
目
を
め
ぐ
る
折
衝
が
行
わ
れ
た
。
一
二
月
一
〇
日
、
裵
主
席
代
表
と
の
会
談
に
お
い
て
、
新
任
の
後
宮

虎
郎
ア
ジ
ア
局
長
は
、「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
請
求
権
解
決
及
び
経
済
協
力
に
関
す
る
協
定
要
綱
」
の
案
を
手
交
し
た
。
日

本
側
協
定
要
綱
案
第
三
条
で
は
、
対
韓
経
済
協
力
の
供
与
に
伴
い
、「
平
和
条
約
第
四
条
の
問
題
が
最
終
的
に
解
決
さ
れ
た
こ
と
」
を
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論　　　説

日
韓
両
国
が
認
め
る
と
規
定
さ
れ
た
。
日
本
側
案
第
三
条
に
対
し
て
、
韓
国
側
は
、
日
韓
請
求
権
問
題
が
「
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
に

よ
り
発
生
し
た
」
と
表
現
す
る
案
を
提
示
し
て
反
発
し
た
も
の
の
、
一
九
六
三
年
一
月
に
は
受
諾
す
る
姿
勢
へ
と
転
じ
た
。
同
月
末
ま

で
に
、
日
韓
主
席
代
表
間
で
、「
平
和
条
約
第
四
条
に
基
づ
く
請
求
権
問
題
」
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
た
の
で
あ

る
。
先
述
の
通
り
、
日
本
側
は
、
平
和
条
約
第
四
条
（
ａ
）
が
、
韓
国
の
対
日
請
求
権
の
対
象
地
域
を
南
朝
鮮
に
限
定
す
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
一
方
で
、
韓
国
側
は
、
対
日
請
求
権
の
対
象
が
南
朝
鮮
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
同
条
（
ａ
）
は
示
し
て

い
な
い
と
判
断
し
て
い
た
。
地
域
的
範
囲
に
関
す
る
条
文
の
解
釈
が
相
反
す
る
中
で
、
請
求
権
問
題
の
解
決
が
「
平
和
条
約
第
四
条
に

基
づ
く
」
と
定
め
る
こ
と
は
、
半
島
北
半
部
の
請
求
権
に
関
す
る
立
場
を
相
互
に
黙
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、「
平
和
条

約
第
四
条
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
韓
国
政
府
の
管
轄
権
の
地
域
的
範
囲
を
め
ぐ
る
対
立
を
「
相
互

黙
認
」
案
で
止
揚
す
る
こ
と
が
両
国
間
の
暗
黙
の
了
解
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
韓
国
側
は
、
依
然
と
し
て
、
日
韓
国
交
正
常
化
後
に
日
朝
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

外
務
部
は
、
日
韓
間
の
友
好
関
係
が
国
交
正
常
化
後
に
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
北
朝
鮮
と
の
間
で
請
求
権
交
渉
を
日
本
が
行
う
可
能
性

は
低
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
将
来
、
日
韓
関
係
が
悪
化
し
た
場
合
に
備
え
て
、
日
朝
請
求
権
交
渉
は
行
わ
な
い
と

い
う
「
秘
密
協
定
」
を
日
本
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
、「
最
も
効
果
的
な
解
決
」
と
な
る
と
外
務
部
は
考
え
た
。
韓
国
側
は
、「
相
互
黙

認
」
案
に
よ
り
日
朝
交
渉
が
行
わ
れ
る
余
地
が
残
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
同
交
渉
の
実
現
を
阻
止
す
る
具
体
的
方
策
を
検
討
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

和
田
春
樹
（
二
〇
〇
二
）『
朝
鮮
戦
争
全
史
』
岩
波
書
店
、
二
一
頁
。

浅
田
正
彦
（
二
〇
一
一
）『
国
際
法
』
東
信
堂
、
一
〇
九
頁
。

条
約
局
法
規
課
「
わ
が
国
の
韓
国
承
認
と
韓
国
憲
法
領
土
条
項
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
一
九
六
二
年
八
月
二
七
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書

（
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

番
号
一
八
四
四
。
一
九
四
八
年
九
月
八
日
に
定
め
ら
れ
た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
憲
法
の
第
一
〇
三
条
で
は
、「
ソ
ウ
ル
が
北
朝
鮮
人
民
の

首
都
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
た
（H

ein O
nline 

世
界
の
憲
法
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、https://heinonline.org/H

O
L/CO

W
Show

?collection= 
cow

&
cow

_id=310

、
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
二
二
年
七
月
一
五
日
）。

高
崎
宗
司
（
二
〇
〇
四
）『
検
証　

日
朝
交
渉
』
平
凡
社
、
二
〇
〜
二
八
頁
。

高
崎
宗
司
（
二
〇
〇
五
）「
金
丸
・
田
辺
訪
朝
は
い
か
に
し
て
行
わ
れ
た
か
」
和
田
春
樹
・
高
崎
宗
司
編
『
検
証　

日
朝
関
係
六
〇
年

史
』
明
石
書
店
、
一
九
九
〜
二
〇
二
頁
。

高
崎
前
掲
『
検
証　

日
朝
交
渉
』
三
七
〜
四
九
頁
。

太
田
修
（
二
〇
〇
三
）『
日
韓
交
渉
─
─
請
求
権
問
題
の
研
究
』
ク
レ
イ
ン
、
二
二
頁
。

八
〇
年
代
ま
で
の
代
表
的
な
日
韓
交
渉
史
研
究
と
し
て
は
、
以
下
の
論
考
が
あ
る
。
森
田
芳
夫
（
一
九
七
三
）「
日
韓
関
係
」
吉
田
清
二

郎
監
修
『
日
本
外
交
史
第
二
八
巻
─
─
講
和
後
の
外
交
Ⅰ 

対
列
国
関
係
（
上
）』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
七
～
一
七
六
頁
。
成
滉
鏞
（
一
九
八

一
）『
日
本
의 

對
韓
政
策　

一
八
〇
〇
─
一
九
六
五
』
明
知
社
。
山
本
剛
士
（
一
九
八
三
）「
日
韓
国
交
正
常
化
」
石
丸
和
人
・
松
本
博
一
・

山
本
剛
士
『
戦
後
日
本
外
交
史
二
─
─
動
き
出
し
た
日
本
外
交
』
三
省
堂
、
二
八
五
～
三
七
〇
頁
。
李
在
五
（
一
九
八
四
）

『
한
・
일
관
계
사
의 

인
식 

Ⅰ 

─
─ 

한
・
일
회
담
과 

그 

반
대
운
동
［
韓
・
日
関
係
史
の
認
識
Ⅰ
─
─
韓
・
日
会
談
と
そ
の
反
対
運
動
］』
학
민
사
。

李
庭
植
（
一
九
八
九
）〈
小
此
木
政
夫
・
古
田
博
司
訳
〉『
戦
後
日
韓
関
係
史
』
中
央
公
論
社
。

太
田
前
掲
『
日
韓
交
渉
─
─
請
求
権
問
題
の
研
究
』。

吉
澤
文
寿
（
二
〇
〇
五
）『
戦
後
日
韓
関
係
─
─
国
交
正
常
化
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
』
ク
レ
イ
ン
。

高
崎
宗
司
（
一
九
九
六
）『
検
証　

日
韓
会
談
』
岩
波
書
店
。

李
元
徳
（
一
九
九
四
）「
日
本
の
戦
後
処
理
外
交
の
一
研
究
─
─
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
（
一
九
五
一
〜
六
五
）
を
中
心
に
」
東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
学
位
論
文
。

李
鍾
元
（
一
九
九
四
）「
韓
日
会
談
と
ア
メ
リ
カ
─
─
『
不
介
入
政
策
』
の
成
立
を
中
心
に
」『
国
際
政
治
』
一
〇
五
号
、
一
六
三
～
一
八

一
頁
。
同
（
一
九
九
四
）「
韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
─
─
一
九
六
〇
〜
六
五
年
」『
年
報
近
代
日
本
研
究
』
一
六
号
、
二
七
二
～

三
〇
五
頁
。
同
（
一
九
九
六
）『
東
ア
ジ
ア
冷
戦
と
韓
米
日
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
。

木
宮
正
史
（
一
九
九
五
）「
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
冷
戦
と
経
済
開
発
─
─
日
韓
国
交
正
常
化
と
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
中
心
に
し
て
」『
法

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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論　　　説

学
志
林
』
九
二
巻
四
号
、
一
～
一
一
六
頁
。

빅
터
차
［
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
チ
ャ
］（
一
九
九
七
）「
一
九
六
五
年
韓
日
修
交
協
定
締
結
에 

대
한 

現
実
主
義
的
考
察
」『
韓
国
과 

国
際
政

治
』
一
三
巻
一
号
、
二
六
三
～
二
九
七
頁
。

李
鍾
元
・
木
宮
正
史
・
浅
野
豊
美
（
二
〇
一
一
）「
外
交
文
書
公
開
と
日
韓
会
談
研
究
の
新
展
開
」
李
鍾
元
・
木
宮
正
史
・
浅
野
豊
美
編

『
歴
史
と
し
て
の
日
韓
国
交
正
常
化 

Ⅰ
─
─
東
ア
ジ
ア
冷
戦
編
』
法
政
大
学
出
版
局
、
五
頁
。

李
洋
秀
（
二
〇
一
九
）「
日
韓
会
談
文
書
の
開
示
請
求
訴
訟
と
在
日
の
法
的
地
位
」
吉
澤
文
寿
編
『
歴
史
認
識
か
ら
見
た
戦
後
日
韓
関
係

─
─
「
一
九
六
五
年
体
制
」
の
歴
史
学
・
政
治
学
的
考
察
』
社
会
評
論
社
、
二
七
〜
三
〇
頁
。

金
恩
貞
（
二
〇
一
八
）『
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
政
治
史
』
千
倉
書
房
。

同
前
、
三
五
九
〜
三
六
七
頁
。

吉
澤
文
寿
（
二
〇
一
一
）「
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
に
お
け
る
基
本
関
係
交
渉
」
李
鍾
元
・
木
宮
正
史
・
浅
野
豊
美
編
『
歴
史
と
し
て
の

日
韓
国
交
正
常
化 

Ⅱ
─
─
脱
植
民
地
化
編
』
法
政
大
学
出
版
局
、
九
五
〜
一
二
七
頁
。

金
恩
貞
（
二
〇
一
九
）「
日
韓
会
談
に
お
け
る
北
朝
鮮
要
因
」
吉
澤
前
掲
『
歴
史
認
識
か
ら
見
た
戦
後
日
韓
関
係
─
─
「
一
九
六
五
年
体

制
」
の
歴
史
学
・
政
治
学
的
考
察
』
六
三
〜
一
〇
三
頁
。

尹
錫
貞
（
二
〇
二
一
）「
初
期
日
韓
会
談
に
お
け
る
両
国
交
渉
戦
略
の
再
検
討　

一
九
五
一
─
一
九
五
三
─
─
予
備
会
談
か
ら
第
三
次
会

談
の
決
裂
ま
で
」
吉
澤
文
寿
編
『
日
韓
会
談
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
─
─
「
一
九
六
五
年
体
制
」
へ
の
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』
社
会
評
論
社
、

九
七
〜
一
二
五
頁
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
政
治
折
衝
第
一
回
会
談
記
録
」
一
九
六
二
年
三
月
一
二
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
七
一
九
。

野
間
俊
希
（
二
〇
二
〇
）「
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
（
一
九
五
一
〜
一
九
六
〇
）
と
日
本
外
務
省
の
対
北
朝
鮮
外
交
方
針
─
─
在
北
朝
鮮

日
本
財
産
処
理
方
針
の
分
析
を
通
じ
て
」
瀧
口
剛
編
『
近
現
代
東
ア
ジ
ア
の
地
域
秩
序
と
日
本
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
三
三
五
〜
三
六
七
頁
。
建

国
当
初
か
ら
、
韓
国
政
府
は
、
武
力
に
よ
る
半
島
の
統
合
を
目
指
す
「
北
進
統
一
」
論
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
方
針
を
、
韓
国
政
府
は
、
朝
鮮

統
一
問
題
を
議
題
と
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
東
西
両
陣
営
に
よ
る
政
治
会
談
が
一
九
五
四
年
六
月
に
決
裂
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

南
北
分
断
体
制
の
維
持
が
世
界
の
趨
勢
と
な
る
状
況
下
で
も
維
持
し
た
（
홍
석
률
［
洪
錫
律
］（
一
九
九
四
）「
이
승
만 

정
권
의 

북
진
통
일
론
과 

냉
전
외
교
정
책
［
李
承
晩
政
権
の
北
進
統
一
論
と
冷
戦
外
交
政
策
］」『
한
국
사
연
구
［
韓
国
史
研
究
］』
第
八
五
号
、
一
五
八
頁
）。
こ
う
し
た
中
、
米

（
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

国
政
府
は
、
一
九
五
四
年
七
月
か
ら
同
年
一
一
月
ま
で
行
わ
れ
た
米
韓
合
意
議
事
録
を
め
ぐ
る
折
衝
で
、
対
韓
圧
力
を
行
使
し
て
「
北
進
統

一
」
論
を
放
棄
さ
せ
た
の
で
あ
る
（
方
俊
栄
（
二
〇
一
五
）「
米
韓
相
互
防
衛
条
約
と
米
韓
同
盟
の
形
成
─
─
両
国
の
構
想
と
そ
の
相
互
作

用 

一
九
五
一
～
一
九
五
四
」
法
政
大
学
博
士
学
位
論
文
、
一
三
四
〜
一
六
〇
頁
）。
日
韓
交
渉
の
仲
介
者
で
あ
る
米
国
が
南
北
分
断
の
固
定
化

を
導
い
た
こ
と
は
、
前
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
対
北
朝
鮮
外
交
方
針
を
日
本
外
務
省
が
形
成
す
る
重
要
な
背
景
と
な
っ
た
。

『
読
売
新
聞
』
一
九
六
〇
年
五
月
三
日　

夕
刊
一
面　
「
国
会
で
正
式
宣
言　

李
大
統
領
の
辞
任
」。

徐
仲
錫
〈
文
京
洙
訳
〉（
二
〇
〇
八
）『
韓
国
現
代
史
六
〇
年
』
明
石
書
店
、
六
三
〜
六
六
頁
。

『
読
売
新
聞
』
一
九
六
〇
年
八
月
二
四
日　

夕
刊
一
面　
「
韓
国
、
日
韓
会
談
で
提
案　

京
城
会
談
開
こ
う　

鄭
長
官
言
明　
『
北
送
』
は

別
問
題
」。

倉
田
秀
也
（
一
九
八
九
）「
韓
国
『
北
方
外
交
』
の
萌
芽
─
─
朴
正
煕
『
平
和
統
一
外
交
宣
言
』
の
諸
相
」『
国
際
政
治
』
九
二
号
、
八
一

頁
。

홍
석
률
［
洪
錫
律
］（
二
〇
〇
五
）「
四
ㆍ
一
九
시
기 

통
일
논
의, 

평
화
통
일
론
에
서 

남
북
학
생
회
담 

제
안
까
지
［
四
・
一
九
時
期　

統
一

論
議
、
平
和
統
一
論
か
ら
南
北
学
生
学
生
会
談
提
案
ま
で
］」『
민
족
二
一
［
民
族
二
一
］』
五
一
号
、
一
〇
五
頁
。

徐
前
掲
『
韓
国
現
代
史
六
〇
年
』
六
六
〜
六
七
頁
。

太
田
前
掲
『
日
韓
交
渉
─
─
請
求
権
問
題
の
研
究
』
一
四
二
頁
。

이
정
우
［
李
廷
雨
］（
二
〇
一
一
）「
한
국 
통
일
정
책
의 

전
개
과
정 

─ 

현
실
주
의
적 

해
석
의 

관
점
에
서
［
韓
国
統
一
政
策
の
展
開
─
─

現
実
主
義
的
解
釈
の
観
点
か
ら
］」『
북
한
연
구
학
회
보
［
北
韓
研
究
学
会
報
］』
第
一
五
巻
第
二
号
、
二
四
三
頁
。

鈴
木
宏
尚
（
二
〇
一
三
）『
池
田
政
権
と
高
度
成
長
期
の
日
本
外
交
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
五
八
〜
六
一
頁
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
小
坂
外
務
大
臣
の
訪
韓
に
関
す
る
件
（
総
理
へ
の
説
明
資
料
）」
一
九
六
〇
年
八
月
二
五
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番

号
五
〇
七
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
小
坂
大
臣
・
鄭
外
務
部
長
官
会
談
録
」
一
九
六
〇
年
九
月
八
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
五
一
二
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
五
次
日
韓
全
面
会
談
予
備
会
談
開
催
に
関
す
る
件
」
一
九
六
〇
年
一
〇
月
一
日
、
外
務
省
文
書
、
三
四
三
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
五
次
日
韓
全
面
会
談
予
備
会
談
の
本
会
議
第
一
回
会
合　

別
添
一
」
一
九
六
〇
年
一
〇
月
二
五
日
、
外
務
省
文
書
、

文
書
番
号
一
一
九
〇
。
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論　　　説

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
五
次
日
韓
全
面
会
談
予
備
会
談
の
一
般
請
求
権
小
委
員
会
第
五
回
会
合
」
一
九
六
一
年
三
月
八
日
、
外
務
省
文
書
、

文
書
番
号
八
七
。
対
日
請
求
要
綱
の
八
項
目
に
は
、
朝
鮮
銀
行
を
通
じ
て
日
本
に
搬
出
さ
れ
た
地
金
・
地
銀
の
返
還
や
、
韓
国
に
本
店
・
本
社

が
あ
る
法
人
が
有
す
る
在
日
財
産
の
返
還
等
の
要
求
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
美
術
品
等
に
関
す
る
請
求
が
削
除
さ
れ
る
等
の
修
正
が
一
部
あ

っ
た
も
の
の
、
第
一
次
交
渉
で
韓
国
側
が
提
出
し
た
「
韓
日
間
財
産
及
び
請
求
権
協
定
要
綱
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
（
北
東
ア
ジ

ア
課
「
第
五
次
日
韓
全
面
会
談
予
備
会
談
の
一
般
請
求
権
小
委
員
会
第
二
回
会
合
」
一
九
六
〇
年
一
一
月
一
八
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号

八
四
）。ア

ジ
ア
局
北
東
ア
ジ
ア
課
内
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
史
編
纂
委
員
会
「
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
記
録　

第
三
編　

交
渉
史
資
料
二　

日

韓
会
談
に
お
け
る
日
本
政
府
代
表
の
任
免
お
よ
び
日
韓
代
表
団
の
構
成
（
未
定
稿
）」
一
九
六
八
年
一
〇
月
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三

五
。

太
田
前
掲
『
日
韓
交
渉
─
─
請
求
権
問
題
の
研
究
』
一
六
六
～
一
六
九
頁
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
五
次
日
韓
全
面
会
談
予
備
会
談
の
一
般
請
求
権
小
委
員
会
第
一
三
回
会
合
」
一
九
六
一
年
五
月
一
〇
日
、
外
務
省
文

書
、
文
書
番
号
九
五
。

변
창
구
［
邊
昌
九
］（
二
〇
一
一
）「
박
정
희 

정
부
의 

대
북
정
책 

─ 

평
가
와 

함
의
［
朴
正
煕
政
府
の
対
北
政
策　

評
価
と
含
意
］」『
통
일

전
략
［
統
一
戦
略
］』
第
一
一
巻
第
二
号
、
一
四
頁
。

金
恩
貞
前
掲
『
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
政
治
史
』
二
二
九
頁
。

장
박
진
［
張
博
珍
］（
二
〇
〇
九
）『
식
민
지 

관
계 
청
산
은 

왜 

이
루
어
질 

수 

없
었
는
가
─
─
한
일
회
담
이
라
는 

역
설
［
植
民
地
関
係
精

算
は
な
ぜ
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
─
─
韓
日
会
談
と
い
う
逆
説
］』
논
형
、
四
二
〇
頁
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
武
内
次
官
、
崔
徳
新
韓
国
親
善
使
節
団
長
会
談
記
録
」
一
九
六
一
年
七
月
五
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
三
五
七
。

前
掲
「
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
記
録　

第
三
編　

交
渉
史
資
料
二　

日
韓
会
談
に
お
け
る
日
本
政
府
代
表
の
任
免
お
よ
び
日
韓
代
表
団

の
構
成
（
未
定
稿
）」
外
務
省
文
書
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
六
次
日
韓
全
面
会
談
の
一
般
請
求
権
小
委
員
会
第
一
回
会
合
」
一
九
六
一
年
一
〇
月
二
七
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書

番
号
一
二
一
一
。

前
掲
「
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
記
録　

第
三
編
交
渉
史
資
料
二　

日
韓
会
談
に
お
け
る
日
本
政
府
代
表
の
任
免
お
よ
び
日
韓
代
表
団
の
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

構
成
（
未
定
稿
）」
外
務
省
文
書
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
六
次
日
韓
全
面
会
談
の
一
般
請
求
権
小
委
員
会
第
四
回
会
合
」
一
九
六
一
年
一
一
月
二
二
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書

番
号
一
二
一
四
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
会
談
主
席
代
表
非
公
式
会
談
記
録
」
一
九
六
〇
年
一
二
月
一
五
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
三
四
八
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
伊
関
・
李
東
煥
会
談
要
旨
」
一
九
六
一
年
一
二
月
六
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
三
五
九
。

ア
ジ
ア
局
長
「
日
韓
会
談
今
後
の
運
び
方
に
関
す
る
件
（
三
六
．
一
二
．
二
八　

伊
関
局
長
、
池
田
総
理
に
説
明
）」
一
九
六
一
年
一
二

月
二
七
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
四
二
〇
。

「
杉
・
裵
両
主
席
代
表
申
合
わ
せ
事
項
」
一
九
六
二
年
一
月
一
七
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
九
三
五
。

条
約
局
法
規
課
「
韓
国
の
地
位
に
関
す
る
補
足
説
明
（『
日
韓
間
の
請
求
権
問
題
に
つ
い
て
（
総
論
）（
案
）』
付
属
）」
一
九
六
二
年
三
月

八
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
七
一
八
。

条
約
局
法
規
課
「
請
求
権
処
理
に
お
け
る
南
北
鮮
の
問
題　

日
本
側
発
言
要
旨
（
案
）」
一
九
六
一
年
一
二
月
一
八
日
、
外
務
省
文
書
、

文
書
番
号
一
三
七
二
。

前
掲
「
韓
国
の
地
位
に
関
す
る
補
足
説
明
（『
日
韓
間
の
請
求
権
問
題
に
つ
い
て
（
総
論
）（
案
）』）」
外
務
省
文
書
。

条
約
局
法
規
課
「
韓
国
の
地
位
に
関
す
る
補
足
説
明
」
一
九
六
二
年
三
月
一
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
八
四
一
。

同
前
。

朴
正
鎮
（
二
〇
一
二
）『
日
朝
冷
戦
構
造
の
誕
生
─
─
一
九
四
五
─
─
一
九
六
五 

封
印
さ
れ
た
外
交
史
』
平
凡
社
、
四
三
五
〜
四
三
六
頁
。

「
日
韓
会
談
再
開
に
反
対
す
る
日
本
社
会
党
の
申
し
入
れ
（
十
月
十
七
日
）」
日
本
朝
鮮
研
究
所
準
備
会
『
当
面
の
朝
鮮
に
関
す
る
資
料　

第
一
集
』
日
本
朝
鮮
研
究
所
準
備
会
、
六
頁
。

条
約
局
法
規
課
「
日
韓
請
求
権
処
理
に
関
す
る
問
題
点
（
討
議
用
資
料
）」
一
九
六
二
年
一
月
一
二
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
七

四
〇
。政

治
折
衝
が
開
催
さ
れ
る
直
前
の
事
務
的
討
議
に
お
い
て
も
、
日
本
側
は
、
平
和
条
約
第
四
条
に
関
す
る
自
ら
の
解
釈
を
提
示
し
た
。
三

月
六
日
の
一
般
請
求
権
小
委
員
会
第
一
一
回
会
合
で
は
、
半
島
北
半
部
の
請
求
権
の
処
理
に
関
す
る
原
則
論
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
議
論
の
中
で
、
日
本
側
は
、
平
和
条
約
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
韓
国
の
対
日
請
求
権
の
地
域
的
範
囲
が
南
朝
鮮
に
限
定
さ
れ
る
と
主
張
し
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論　　　説

た
の
で
あ
る
。
日
本
側
の
主
張
に
対
し
て
、
韓
国
側
は
、「
平
和
条
約
第
四
条
の
解
釈
も
必
ず
し
も
日
本
側
解
釈
の
よ
う
に
な
ら
ず
」
と
反
駁

し
た
。
そ
の
上
で
、
韓
国
側
は
、「
大
韓
民
国
の
主
権
は
朝
鮮
半
島
全
部
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
自
身
の
対
日
請
求
権
の
対
象
地

域
に
半
島
北
半
部
が
含
ま
れ
る
と
い
う
従
来
の
主
張
を
一
切
譲
ら
な
か
っ
た
（
北
東
ア
ジ
ア
課
「
第
六
次
日
韓
全
面
会
談
に
お
け
る
一
般
請
求

権
小
委
員
会
第
一
一
回
会
合
」
一
九
六
二
年
三
月
六
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
二
二
一
）。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
政
治
折
衝
第
一
回
会
談
記
録
」
一
九
六
二
年
三
月
一
二
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
七
一
九
。

「
日
韓
間
の
請
求
権
問
題
に
関
す
る
小
坂
外
務
大
臣
発
言
要
旨
」
一
九
六
二
年
三
月
一
二
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
七
一
九
。

前
掲
「
日
韓
政
治
折
衝
第
一
回
会
談
記
録
」
外
務
省
文
書
。

同
前
。

第
四
〇
回
衆
議
院
外
務
委
員
会　

昭
和
三
七
年
三
月
一
三
日
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
政
治
折
衝
第
二
回
会
談
記
録
」
一
九
六
二
年
三
月
一
四
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
七
二
〇
。

「
日
韓
問
題
に
関
す
る
厳
永
逹
韓
国
外
務
部
亜
州
課
長
の
内
話
に
つ
い
て
」
一
九
六
二
年
五
月
一
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
二
八
七
。

同
前
。

『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
二
年
七
月
三
日　

夕
刊
一
面　
「
参
院
の
新
分
野　

自
民
、
百
四
十
二
議
席　

社
党
、
一
議
席
増
す　

創
価
学
会

十
五
人
」。

「
釜
山
赤
旗
論
」
と
は
、
日
本
の
国
防
上
最
も
重
要
な
地
域
で
あ
る
南
朝
鮮
の
共
産
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
韓
国
の
政
治
的
安
定
を
確
保
す

べ
き
だ
と
い
う
安
全
保
障
論
で
あ
る
。「
釜
山
赤
旗
論
」
を
強
く
主
張
し
て
い
た
の
は
、
岸
信
介
等
の
自
民
党
親
韓
派
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、

一
九
六
一
年
二
月
に
、
岸
は
、
兪
鎭
午
・
第
五
次
交
渉
韓
国
側
主
席
代
表
と
会
談
を
行
な
っ
た
。
こ
の
会
談
に
お
い
て
、「
赤
色
政
権
が
韓
国

に
成
立
し
た
場
合
を
想
像
す
る
な
ら
ば
、
日
本
は
何
が
あ
っ
て
も
大
韓
民
国
と
正
常
な
国
交
を
結
び
、
こ
れ
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
」
と
兪
に
述
べ
た
の
で
あ
る
（
한
일
회
담 

수
석
대
표
［
韓
日
会
談
主
席
代
表
］「
기
시 

전 

일
본 

수
상 

및 

전 

농
림
상
과
의 

면
담
내
용 

보
고
［
岸
前
日
本
首
相
と
前
農
林
相
と
の
面
談
内
容
報
告
］」
一
九
六
一
年
二
月
一
一
日
、
韓
国
外
交
文
書
、
文
書
番
号
Ｔ
Ｍ
─
〇
二
八
五
）。
な
お
、

自
民
党
内
に
お
い
て
親
韓
派
の
形
成
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
た
の
も
岸
で
あ
っ
た
。
岸
は
、
党
内
で
の
働
き
か
け
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
に
よ
り
、
外
交
調
査
会
へ
の
日
韓
問
題
懇
談
会
の
設
置
を
一
九
六
一
年
四
月
に
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
（
“［ Japanese D

ecision to 
A

dopt M
ore Forthcom

ing Policy tow
ard South K

orea

］” Digital N
ational Security A

rchive, JU
00095

）。
同
懇
談
会
に
は
、
岸
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

自
身
に
加
え
て
、
岸
の
実
弟
で
あ
る
佐
藤
栄
作
や
韓
国
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
船
田
中
等
が
参
加
し
た
（「
自
民
党
政
務
調
査
会
外
交
調
査
会

日
韓
問
題
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
（
昭
和
三
六
年
四
月
二
六
日
決
定
）」
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
五
一
四
）。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
七
月
一
八
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
『
池
田
改
造
内
閣
の
政
策
を
聞
く
』
に
お
け
る
日
韓
問
題
に
関
す
る
大
平
外
務
大
臣
と
長

谷
川
才
次
氏
並
び
に
唐
島
基
智
三
氏
の
対
談
内
容
」
一
九
六
二
年
七
月
一
八
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
三
七
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
韓
国
政
府
の
『
韓
日
会
談
白
書
』」
一
九
六
五
年
四
月
一
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
三
七
一
、
一
七
～
一
八
頁
。

一
九
五
二
年
四
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
次
交
渉
の
第
八
回
基
本
関
係
委
員
会
で
は
、
日
本
国
と
旧
大
韓
帝
国
間
の
条
約
及
び
協
定

に
つ
い
て
、「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
関
係
に
お
い
て
効
力
を
有
し
な
い
」
と
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
た
（「
日
韓
会
談
第

八
回
基
本
関
係
委
員
会
議
事
要
録
」
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
九
八
〇
）。
日
本
側
は
、「
法
理
論
は
さ
て
置
き
漠
然
と
『
無
効
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
』
旨
の
規
定
を
設
け
て
政
治
的
な
解
決
に
委
ね
こ
れ
に
よ
っ
て
国
内
与
論
を
抑
え
た
い
」
と
い
う
韓
国
側
の
希
望
を
受
け
入
れ
た
の

で
あ
る
（「
日
韓
会
談
第
五
回
基
本
関
係
委
員
会
議
事
要
録
」
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
九
七
七
）。
結
局
、
日
韓
基
本
条
約
第
二
条
で
は
、
旧

条
約
が
「
も
は
や
無
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
」
と
規
定
さ
れ
た
（
外
務
大
臣
臨
時
代
理　

国
務
大
臣
田
中
角
栄
「
日
本
国
と
大
韓
民
国

と
の
間
の
基
本
関
係
に
関
す
る
条
約
の
イ
ニ
シ
ア
ル
に
つ
い
て
」
一
九
六
五
年
二
月
二
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
八
五
四
）。

小
松
一
郎
（
二
〇
一
五
）『
実
践
国
際
法　

第
二
版
』
信
山
社
、
二
七
六
〜
二
七
七
頁
。

ア
ジ
ア
局
「
日
韓
会
談
の
今
後
の
進
め
方
に
関
す
る
基
本
方
針
（
案
）」
一
九
六
二
年
七
月
二
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
三

七
。

前
掲
「
日
韓
請
求
権
処
理
に
関
す
る
問
題
点
（
討
議
用
資
料
）」
外
務
省
文
書
。

ア
ジ
ア
局
は
、
南
朝
鮮
の
み
を
対
象
地
域
と
し
た
対
日
請
求
権
の
金
額
を
算
出
す
る
た
め
に
は
、
人
口
比
例
等
の
概
括
的
な
方
法
に
拠
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
て
い
た
（
ア
ジ
ア
局
「
日
韓
請
求
権
交
渉
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
」
一
九
六
二
年
二
月
七
日
、
外
務
省
文
書
、

文
書
番
号
一
七
四
六
）。

前
掲
「
日
韓
請
求
権
処
理
に
関
す
る
問
題
点
（
討
議
用
資
料
）」
外
務
省
文
書
。

金
恩
貞
前
掲
『
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
政
治
史
』
二
五
三
～
二
五
五
頁
。
金
に
拠
れ
ば
、
経
済
協
力
方
式
の
萌
芽
は
、
第
五
次
交
渉
の

直
前
に
行
わ
れ
た
外
務
省
と
大
蔵
省
の
意
見
折
衝
に
あ
る
。
こ
の
折
衝
に
お
い
て
、
請
求
権
問
題
の
解
決
に
伴
う
対
韓
支
出
と
し
て
、
純
粋
な

請
求
権
に
対
す
る
補
償
、
無
償
の
経
済
援
助
、
有
償
の
経
済
協
力
と
い
う
三
つ
の
方
式
が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
（
同
前
、
一
九
一
〜
一
九
五
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論　　　説

頁
）。北

東
ア
ジ
ア
課
長
「
日
韓
会
談
の
進
め
方
に
関
す
る
幹
部
会
議
概
要
」
一
九
六
二
年
七
月
二
四
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
三
八
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
予
備
交
渉
第
一
回
会
合
記
録
」
一
九
六
二
年
八
月
二
一
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
六
五
〇
。

前
掲
「
日
韓
会
談
の
進
め
方
に
関
す
る
幹
部
会
議
概
要
」
外
務
省
文
書
。

前
掲
「
日
韓
会
談
の
今
後
の
進
め
方
に
関
す
る
基
本
方
針
（
案
）」
外
務
省
文
書
。
ア
ジ
ア
局
「
日
韓
会
談
に
お
け
る
請
求
権
問
題
交
渉

の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
」
一
九
六
二
年
七
月
二
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
七
六
〇
。

前
掲
「
日
韓
会
談
の
進
め
方
に
関
す
る
幹
部
会
議
概
要
」
外
務
省
文
書
。

大
平
は
、
半
島
北
半
部
を
め
ぐ
る
問
題
に
日
本
が
干
渉
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
に
外
務
省
に
よ
り
行
わ
れ
た
日

韓
交
渉
の
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
大
平
は
、
半
島
の
南
北
分
断
に
つ
い
て
、「
本
当
は
朝
鮮
民
族
の
問
題
で
あ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
問

題
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
外
務
省
ア
ジ
ア
局
北
東
ア
ジ
ア
課
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
史
編
纂
委
員
会
「
日
韓
交
渉
の
回
顧
─
─
大
平
元

外
務
大
臣
に
き
く
（
き
く
人 
柳
谷
課
長
）」
一
九
七
〇
年
五
月
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
九
二
〇
）。

『
読
売
新
聞
』
一
九
六
二
年
八
月
八
日　

朝
刊
一
面
「『
共
同
宣
言
』
方
式
で　

日
韓
交
渉
に
大
平
構
想
」。

주
일
대
사
［
駐
日
大
使
］「
최 

참
사
관
과 

건
설
상
과
의 

면
담
보
고
［
崔
参
事
官
と
建
設
相
と
の
面
談
報
告
］」
一
九
六
二
年
八
月
一
八
日
、

韓
国
外
交
文
書
、
文
書
番
号
Ｊ
Ｗ
─
〇
八
二
四
九
。

주
일
대
사
［
駐
日
大
使
］「
최 

참
사
관
과 
기
시 
노
부
스
케 

전 

수
상
과
의 

면
담
결
과
보
고
［
崔
参
事
官
と
岸
信
介
前
首
相
と
の
面
談
結
果

報
告
］」
一
九
六
二
年
八
月
二
一
日
、
韓
国
外
交
文
書
、
文
書
番
号
Ｊ
Ｗ
─
〇
八
二
七
五
。

외
무
부
로 

추
정
됨
［
外
務
部
と
推
定
さ
れ
る
］「
국
내
신
문
기
사
［
国
内
新
聞
記
事
］」
一
九
六
二
年
八
月
一
九
日
、
韓
国
外
交
文
書
、『
제

二
차 

정
치
회
담 

예
비
절
충　

본
회
의
、
一
─
三
차
、［
第
二
次
政
治
会
談
予
備
折
衝　

本
会
議
、
一
〜
三
次
］
一
九
六
二
．
八
． 

二
一
─
二
九
』、
登
録
番
号
七
三
六
。

외
무
부
［
外
務
部
］「
경
제
기
획
원
장 

방
미
교
섭
을 

위
한 

자
료
［
経
済
企
画
院
長
訪
米
交
渉
の
た
め
の
資
料
］」
一
九
六
二
年
八
月
二
二
日
、

韓
国
外
交
文
書
、『
제
二
차 

정
치
회
담 

예
비
절
충　

본
회
의
、
一
─
三
차
、［
第
二
次
政
治
会
談
予
備
折
衝　

本
会
議
、
一
〜
三
次
］
一
九
六
二
． 

八
．
二
一
─
二
九
』、
登
録
番
号
七
三
六
。

情
報
文
化
局
報
道
課
「
記
者
会
見
（
第
一
四
号
）」
一
九
六
二
年
八
月
一
七
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
三
九
。
情
報
文
化
局
報
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日韓国交正常化交渉（一九六〇〜一九六五）における管轄権問題（一）

道
課
「
記
者
会
見
（
第
一
五
号
）」
一
九
六
二
年
八
月
二
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
三
九
。

주
일
대
사
［
駐
日
大
使
］「
한
일
회
담
에 

관
한 

보
고
［
韓
日
会
談
に
関
す
る
報
告
］」
一
九
六
二
年
一
一
月
二
九
日
、
韓
国
外
交
文
書
、
文
書

番
号
한
일
대
（
정
）
五
二
八
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
伊
関
、
裵
会
談
要
旨
」
一
九
六
二
年
五
月
一
四
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
七
一
〇
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
会
談
の
討
議
内
容
の
整
理
作
業
（
第
六
回
会
合
）」
一
九
六
二
年
八
月
一
六
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
九
五

八
。

「
資
料　

韓
国
側
の
立
場
」
一
九
六
二
年
八
月
一
六
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
七
六
三
。

同
前
。

前
掲
「
日
韓
予
備
交
渉
第
一
回
会
合
記
録
」
外
務
省
文
書
。

前
掲
「
日
韓
予
備
交
渉
第
一
回
会
合
記
録
」
外
務
省
文
書
。

외
무
부
［
外
務
部
］「
정
무
국
장
과 

하
비
브 

참
사
관 

간
의 

회
담
요
지
［
政
務
局
長
と
ハ
ビ
ブ
参
事
官
と
の
間
の
会
談
要
旨
］」『
제
二
차 

정
치
회
담 

예
비
절
충　

본
회
의
、
一
─
三
차
、［
第
二
次
政
治
会
談
予
備
折
衝　

本
会
議
、
一
〜
三
次
］
一
九
六
二
．
八
．
二
一
─ 

二
九
』、
登
録
番
号
七
三
六
。

池
田
直
隆
（
二
〇
〇
二
）「
ア
メ
リ
カ
の
見
た
鳩
山
内
閣
の
『
自
主
』
外
交
」『
国
際
政
治
』
一
二
九
号
、
一
七
八
頁
。

「
日
中
総
合
貿
易
に
関
す
る
覚
書
」
は
一
九
六
二
年
一
一
月
九
日
に
調
印
さ
れ
た
。
一
九
六
四
年
四
月
二
〇
日
に
は
、
日
中
双
方
の
記
者

交
換
と
、
東
京
と
北
京
の
双
方
に
そ
れ
ぞ
れ
常
設
の
貿
易
連
絡
事
務
所
を
設
置
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
覚
書
が
、
松
村
謙
三
自
民
党
衆
議
院

議
員
と
周
恩
来
国
務
院
総
理
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
（
井
上
正
也
（
二
〇
一
〇
）『
日
中
国
交
正
常
化
の
政
治
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
九
一
頁
）。

T
elegram

 From
 the D

epartm
ent of State to the Em

bassy in K
orea, Foreign Relations of the U

nited States, 1964–
1968, volum

e X
X

IX
, part 1, K

orea, docum
ent 352.

「
日
韓
関
係
の
調
整
に
関
す
る
件
」
一
九
五
五
年
二
月
二
四
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
二
五
七
。

朴
正
鎮
前
掲
『
日
朝
冷
戦
構
造
の
誕
生
─
─
一
九
四
五
─
─
一
九
六
五 
封
印
さ
れ
た
外
交
史
』
二
四
〇
頁
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
予
備
交
渉
第
二
回
会
合
記
録
」
一
九
六
二
年
八
月
二
四
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
六
五
〇
。
北
東
ア
ジ
ア
課
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論　　　説

「
日
韓
予
備
交
渉
第
三
回
会
合
記
録
」
一
九
六
二
年
八
月
二
九
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
六
五
〇
。

前
掲
「
日
韓
予
備
交
渉
第
二
回
会
合
記
録
」
外
務
省
文
書
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
予
備
交
渉
第
六
回
会
合
記
録
」
一
九
六
二
年
九
月
一
三
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
六
五
〇
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
予
備
交
渉
第
七
回
会
合
記
録
」
一
九
六
二
年
九
月
二
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
六
五
〇
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
大
野
副
総
裁
に
同
行
訪
韓
（
一
二
月
一
〇
日
よ
り
一
三
日
ま
で
）
し
た
伊
関
大
使
の
後
宮
局
長
に
対
す
る
報
告
要
旨
」

一
九
六
二
年
一
二
月
一
四
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
五
二
三
。

정
무
국 
동
북
아
주
과
［
政
務
局
東
北
亜
州
課
］「
한
일
회
담 

재
산
청
구
권
문
제 

해
결
의 

명
목
과 

형
식
에 

관
한 

검
토
［
韓
日
会
談
財
産

請
求
権
問
題
解
決
の
名
目
と
形
式
に
関
す
る
検
討
］」
韓
国
外
交
文
書
、『
제
六
차 

한
・
일
회
담
［
第
六
次
韓
・
日
会
談
］（
一
九
六
一
．
一
〇
．
二
〇

─
六
四
．
四
）
─
─
제
二
차 

정
치
회
담 

예
비
절
충
、
청
구
권
관
계
회
의
［
第
二
次
政
治
会
談
予
備
折
衝
、
請
求
権
関
係
会
議
］、
一
九
六
三
』、
登

録
番
号
七
四
七
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
裵
韓
国
大
使
と
の
会
談
要
旨
」
一
九
六
二
年
一
二
月
一
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
七
一
三
。
ア
ジ
ア
局
長
を

務
め
た
伊
関
は
、
一
九
六
二
年
一
一
月
九
日
の
閣
議
で
、
オ
ラ
ン
ダ
大
使
に
転
出
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
（『
読
売
新
聞
』
一
九
六
二
年
一

一
月
九
日　

夕
刊
二
面
「
伊
関
大
使
発
令
」）。
後
任
の
ア
ジ
ア
局
長
に
は
、
一
〇
月
三
〇
日
日
付
で
、
後
宮
虎
郎
外
務
省
審
議
官
が
就
任
し
た

（『
読
売
新
聞
』
一
九
六
二
年
一
〇
月
三
〇
日　

夕
刊
一
面
「
ア
ジ
ア
局
長
に
後
宮
氏　

外
務
省
」）。
大
野
伴
睦
自
民
党
副
総
裁
の
訪
韓
に
同

行
し
た
伊
関
駐
オ
ラ
ン
ダ
大
使
は
、
後
宮
が
裵
に
提
示
し
た
も
の
と
同
じ
内
容
の
日
本
側
協
定
案
を
韓
国
側
に
手
交
し
た
（
前
掲
「
大
野
副
総

裁
に
同
行
訪
韓
（
一
二
月
一
〇
日
よ
り
一
三
日
ま
で
）
し
た
伊
関
大
使
の
後
宮
局
長
に
対
す
る
報
告
要
旨
」
外
務
省
文
書
）。

前
掲
「
大
野
副
総
裁
に
同
行
訪
韓
（
一
二
月
一
〇
日
よ
り
一
三
日
ま
で
）
し
た
伊
関
大
使
の
後
宮
局
長
に
対
す
る
報
告
要
旨
」
外
務
省
文

書
。

北
東
ア
ジ
ア
課
「
日
韓
予
備
交
渉
第
二
〇
回
会
合
記
録
」
一
九
六
二
年
一
二
月
二
一
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
六
五
一
。

外
務
省
「
日
韓
予
備
交
渉
に
お
い
て
首
席
代
表
間
に
現
在
ま
で
に
大
綱
に
つ
き
意
見
一
致
を
み
た
請
求
権
問
題
の
解
決
方
式
」
一
九
六
三

年
一
月
三
〇
日
、
外
務
省
文
書
、
文
書
番
号
一
三
四
一
。

前
掲
「
韓
日
会
談
財
産
請
求
権
問
題
解
決
の
名
目
と
形
式
に
関
す
る
検
討
」
韓
国
外
交
文
書
。

（
108
）

（
109
）

（
110
）

（
111
）

（
112
）

（
113
）

（
114
）

（
115
）

（
116
）

（
117
）
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